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歌
会
始
の
お
題
『
旅
』

　
昭
和
六
十
年
の
歌
会
始
の
お
題
が

「
旅
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
一
人
一

首
と
し
、
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
毛
筆
で

自
書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
書
式
は
、
半
紙
を
二
つ
折
り
に
し
、

開
い
て
右
半
面
に
お
題
と
歌
、
左
半

面
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
（
本

名
で
ふ
り
が
な
つ
き
）
生
年
月
日
お

よ
び
職
業
（
具
体
的
）
を
書
い
て
く

だ
さ
い
。

　
詠
進
の
期
間
は
、
本
年
九
月
一
日

か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
と
し
、
郵
送

の
場
合
は
、
消
印
が
十
月
十
一
日
ま

で
。　

郵
便
の
あ
て
先
は
、
〒
一
〇
〇
東

京
都
千
代
田
区
千
代
田
一
番
一
号
、

宮
内
庁
と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」

と
書
き
そ
え
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
直
接
、
宮
内

庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
書
き
返
信
用
切
手
を
は

っ
た
封
筒
を
そ
え
て
九
月
末
日
ま
で
。

絶縁の悪い配線は
　　　　すぐ口しましょう

　　　　　　　Nα2

働）東北電気保安協会

璽

電気配線・器具の

絶縁が悪くなると

漏電のもとになり
ます。

電気工事店にたの

んですぐ直しまし
よつ。

乳母車で思わぬ

暮
ら
し
の
知
恵

嬬絶惑

、98410

事故が起きている
馨

　
赤
ち
ゃ
ん
の
重
要
な
、
生
活
用
品

「
乳
母
車
」
で
思
わ
ぬ
事
故
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。

　
乳
母
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
か
け

忘
れ
、
赤
ち
ゃ
ん
を
乗
せ
た
ま
ま
持

ち
上
げ
る
こ
と
、
組
立
が
ほ
ん
の
ち

よ
っ
と
不
完
全
だ
っ
た
な
ど
で
起
き

る
事
故
は
、
使
用
者
の
気
の
ゆ
る
み

で
す
。

　
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
の
歩
行
で
も
シ

ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
め
る
こ
と
は
と
て

も
重
要
で
す
。

　
乳
母
車
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
メ
ー

カ
ー
が
違
え
ば
構
造
も
当
然
異
な
り
、

（
り
じ

〆r

赤ちゃんをのせたまま

　　　　もちあげないで！

広報

他
も
同
じ
と
信
じ
る
の
は
危
険
で
す
。

ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん
を
乗
せ
た
ま
ま
持

ち
上
げ
る
使
い
方
は
ひ
じ
ょ
う
に
危

険
で
す
。

　
折
り
た
た
み
式
乳
母
車
は
止
め
金

具
を
き
ち
ん
と
、
か
け
る
な
ど
正
し

く
組
立
て
ら
れ
る
こ
と
が
、
使
用
す

る
際
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
使
用
上
の
注
意
は
、
製
品
に
添
付

さ
れ
て
い
る
「
取
扱
説
明
書
」
に
必

ず
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
製
品
を
使

い
始
め
る
と
き
は
も
ち
ろ
ん
、
使
っ

て
い
る
と
き
も
時
々
読
ん
で
み
て
、

間
違
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
な
い
か

ど
う
か
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
例

▼
乳
母
車
に
乗
せ
た
赤
ち
ゃ
ん
に
、

哺
乳
び
ん
を
持
た
せ
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
道
を
あ
る
い
て
い
た
ら
、
赤
ち
ゃ

ん
が
こ
ろ
げ
落
ち
、
割
れ
た
哺
乳
び

ん
で
五
針
縫
う
け
が
。

▼
駅
の
階
段
を
降
り
よ
う
と
し
て
日

よ
け
の
パ
イ
プ
が
は
ず
れ
、
赤
ち
ゃ

ん
が
乳
母
車
ご
と
転
落
。
赤
ち
ゃ
ん

は
脳
内
出
血
で
入
院
。

▼
赤
ち
ゃ
ん
を
乳
母
車
に
乗
せ
て
マ

ン
シ
ョ
ン
前
の
段
差
を
上
る
た
め
、

押
し
手
棒
を
下
方
に
押
し
た
と
こ
ろ
、

赤
ち
ゃ
ん
の
悲
鳴
、
急
い
で
み
た
と

こ
ろ
、
右
手
薬
指
が
ち
ぎ
れ
て
い
ま

し
た
。
折
り
た
た
み
式
の
も
の
な
の

で
止
め
金
具
を
し
っ
か
り
か
け
る
べ

き
と
こ
ろ
、
不
完
全
だ
っ
た
た
め
に

指
を
は
さ
ん
だ
も
の
で
す
。
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会計の決算を認定

一
般
会
計
補
正

　
九
月
定
例
議
会
が
九
月
二
十
七
日

二
十
八
日
の
二
日
間
開
か
れ
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
樋

田
川
災
害
復
旧
工
事
二
二
〇
メ
ー
ト

ル
三
、
三
二
三
万
円
、
ス
キ
ー
場
建

設
費
に
二
、
三
八
一
万
円
、
松
之
山

小
学
校
改
築
基
金
の
積
立
金
一
、
五

〇
〇
万
円
な
ど
総
額
約
八
、
七
〇
〇

万
円
を
追
加
し
た
。

八
、
七
四
一
万
九
千
円
を
追
加

　
高
校
の
寄
宿
舎
が
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
一
日
の
バ
ス
代
が
五
〇
〇
円

を
越
え
る
分
に
つ
い
て
補
助
金
を
出

す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
条
例
関
係
で
は
、
松
之
山
小
学
校

改
築
事
業
の
資
金
を
積
立
て
る
た
め

の
基
金
条
例
を
制
定
し
た
。
黒
倉
分

校
を
廃
止
し
、
六
十
三
年
四
月
一
日

か
ら
統
合
す
る
こ
と
を
決
め
学
校
設

置
条
例
の
｝
部
を
改
正
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
が
満
了

し
、
委
員
四
名
と
補
充
員
四
名
の
選

挙
を
行
な
っ
た
。
ま
た
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
は
、
猪
俣
栄
二
さ
ん

（
松
之
山
）
が
新
し
く
任
命
さ
れ
た
。

　
国
庫
補
助
負
担
率
引
下
げ
に
よ
る

地
方
負
担
転
嫁
反
対
に
関
す
る
意
見

書
。
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続

に
関
す
る
意
見
書
を
政
府
や
各
政
党

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
般
質
問
は
、
小
野
塚
保
夫
、
関

谷
勲
、
竹
内
平
八
郎
、
田
辺
尚
二
、

高
橋
英
一
、
村
山
里
志
の
各
議
員
が

過
疎
対
策
、
町
総
合
計
画
、
町
職
員

の
研
修
や
新
聞
投
稿
等
に
つ
い
て
町

の
考
え
を
正
し
た
。

　
二
十
年
間
町
村
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
副
議
長
の
田
辺
一
夫
さ
ん
、
前
議

員
の
福
原
庚
造
さ
ん
が
県
議
長
会
よ

り
表
彰
。
二
十
七
日
伝
達
ざ
れ
た
。

458年度

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
な
使
い
み
ち

総
務
費

○
印
刷
機
リ
ー
ス
代
　
　
二
四
万
円

o
税
務
電
算
委
託
料
　
一
〇
二
万
円

○
戸
籍
賃
金
　
　
　
　
　
　
八
万
円

o
統
計
調
査
出
張
旅
費
　
　
四
万
円

衛
生
費

○
婦
人
の
健
康
づ
く
り
事
業
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
万
円

○
環
境
衛
生
費
（
看
板
・
消
毒
薬
剤
、

印
刷
代
）
　
　
　
　
　
七
万
円

○
火
葬
場
排
油
処
理
施
設
　
五
万
円

農
林
水
産
業
費

o
林
業
振
興
費
（
造
林
用
地
登
記
委

　
託
料
・
補
償
料
他
）
　
四
九
万
円

○
林
道
補
修
建
設
機
械
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
〇
万
円

○
林
道
補
装
修
繕
工
事
増

松
之
山
小
の
改
築
基
金
条
例
を
設
置

▽
昭
和
五
十
八
年
度
町
四
会
計
決
算

の
認
定
。

◎
一
般
会
計

歳
入

　
二
五
億
二
、
五
〇
四
万
一
、
三
四
二
円

歳
出

　
二
四
億
三
、
五
八
八
万
一
、
二
一
円

○
国
保
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

　
歳
入

　
　
三
億
四
、
一
九
一
万
四
、
六
七
九
円

　
歳
出

　
　
三
億
三
、
九
二
九
万
八
、
三
二
〇
円

　
　
（
診
療
所
勘
定
）

　
歳
入

　
　
二
億
一
、
〇
四
六
万
八
、
三
七
六
円

　
歳
出

　
　
二
億
O
、
七
〇
六
万
四
、
二
五
五
円

○
簡
水
特
別
会
計

　
歳
入
　
五
、
八
六
八
万
五
、
九
七
八
円

　
歳
入
　
五
、
五
四
七
万
四
、
〇
四
六
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計

　
歳
入

　
　
二
億
二
、
八
二
一
万
四
、
一
七
八
円

　
歳
出

　
　
一
億
九
、
四
五
〇
万
八
、
八
一
三
円

▽
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
回
）

○
八
、
七
四
一
万
九
　
円
を
追
加
し
総

　
額
二
四
億
五
、
三
八
七
万
四
千
円
と

す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
国
保
会
計
補
正

　
予
算
（
第
二
回
）

o
国
保
負
担
金
が
一
、
六
〇
〇
万
円
減
、

　
基
金
か
ら
九
〇
〇
万
円
繰
入
れ
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
簡
水
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
一
四
一
万
六
千
円
を
追
加
し
総
額

　
五
、
七
三
一
万
八
千
円
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
立
松
之
山
小
学
校
改
築

　
基
金
の
設
置
管
理
及
び
処
分
に
関

　
，
す
る
条
例
設
置
。

○
町
は
町
立
松
之
山
小
学
校
改
築
事

　
業
の
資
金
に
充
て
る
た
め
松
之
山

　
小
学
校
改
築
基
金
を
設
置
。

▽
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

o
教
育
効
果
の
向
上
と
学
校
運
営
の

　
適
正
化
を
図
る
た
め
松
之
山
町
立

　
松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
を
廃
止

　
し
松
之
山
小
学
校
に
統
合
す
る
、

　
統
合
は
六
十
三
年
四
月
。

▽
松
之
山
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

　
部
改
正
。

○
松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
を
削
る

　
条
例
の
施
行
は
六
十
三
年
四
月
一

　
日
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
立
教
員
住
宅
設
置
及
び

　
管
理
条
例
の
一
部
改
正
。

○
松
之
山
中
学
校
教
員
住
宅
（
大
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

○
団
体
営
か
ん
ぱ
い
・
松
里
地
区
用

　
地
測
量
　
　
　
　
　
一
九
六
万
円

○
ホ
場
整
備
・
狐
塚
地
区
水
道
管
移

　
設
補
償
料
　
　
　
　
　
七
一
万
円

商
工
費

○
観
光
費
（
温
泉
組
合
補
助
金
、
新

　
聞
広
告
他
）
　
　
　
一
七
二
万
円

○
ス
キ
ー
場
管
理
運
営
費
（
測
量
委

　
託
料
・
休
止
補
償
料
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
万
円

○
ス
キ
ー
場
建
設
費

　
重
機
燃
料
費
　
　
　
　
五
〇
万
円

　
建
設
機
械
借
上
料
　
九
〇
〇
万
円

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
基
礎
工
事
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
テ
ー
ブ
ル
他
備
品

荘
）
を
松
之
山
町
立
小
中
学
校
教

員
職
員
住
宅
（
大
松
荘
）
松
之
山

　
一
、
六
八
○
の
子
に
改
め
る
。

　
教
員
住
宅
使
用
料
は
一
戸
建
月
額

七
、
O
O
O
円
。

▽
松
之
山
町
集
落
開
発
施
設
等
の
設

　
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
。

○
西
之
前
、
上
蝦
池
集
落
開
発
セ
ン

　
タ
ー
を
加
え
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
。

o
退
職
者
医
療
制
度
の
発
足
に
よ
り

　
退
職
被
保
険
者
の
一
部
負
担
金
を

　
十
分
の
二
、
被
扶
養
者
は
十
分
の

　
三
と
す
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

　
正
。

○
所
得
割
百
分
の
三
・
七
八
を
四
・
三

　
八
に
、
資
産
割
百
分
の
四
五
・
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

　
ス
キ
ー
競
技
用
計
時
装
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
万
円

　
ス
キ
ー
場
、
水
田
、
物
件
補
償
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
一
二
万
円

土
木
費

○
湯
本
地
内
、
県
道
昇
格
に
伴
う

　
用
地
買
収
費
　
　
　
一
六
〇
万
円

　
測
量
委
託
料
　
　
　
一
八
○
万
円

○
道
路
維
持
費
（
用
地
買
収
・
立
木

補
償
）
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
崩
田
・
田
麦
立
線
改
良
工
事
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

○
建
設
機
械
運
営
費
（
布
川
防
雪
セ

　
ン
タ
ー
給
水
工
事
、
備
品
購
入
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
万
円

○
住
宅
費
（
建
設
機
械
借
上
料
・
水

　
道
管
移
設
）
　
　
　
　
七
六
万
円

○
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
建
設

　
機
械
借
上
料
　
　
　
一
五
〇
万
円

を
四
〇
・
六
五
に
、
均
等
割
被
保
険

者
一
人
一
万
一
、
一
六
〇
円
を
一
万
一
、

　
七
四
〇
円
に
、
世
帯
平
等
割
一
世

　
帯
一
万
四
、
三
〇
〇
円
を
一
万
四
、
九

　
〇
〇
円
に
改
め
る
。

▽
松
代
町
外
一
ヵ
町
伝
染
病
舎
組
合

　
食
費
及
び
薬
価
徴
収
条
例
を
廃
止
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
の
認
可
。

o
栃
倉
地
区
耕
地
災
害
復
旧
、
事
業

　
量
○
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業
費
一
、

一
七
四
万
円
、
負
担
区
分
、
国
○
・
八

　
二
五
、
受
益
者
〇
二
七
五
。

▽
財
産
の
取
得
。

○
除
雪
ド
ー
ザ
ー
（
小
松
）
価
格
一
、

　
四
二
〇
万
円
。

▽
議
員
提
出
議
案
、
国
庫
補
助
負
担

　
率
引
き
下
げ
に
よ
る
地
方
負
担
転

　
嫁
反
対
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

　
に
つ
い
て
。

教
育
費

○
松
之
山
小
学
校
改
築
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
万
円

○
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
i
（
五
セ
ッ
ト
）

　
高
校
　
　
　
　
　
　
　
四
五
万
円

○
通
学
費
補
助
金
　
　
　
七
〇
万
円

○
寄
宿
舎
修
繕
料
等
　
　
一
〇
万
円

○
教
員
住
宅
新
築
・
立
木
補
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
万
円

○
松
之
山
小
・
三
省
小
プ
ー
ル
修
繕

　
他
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
万
円

○
松
之
山
小
建
設
予
定
地
、
地
質
調

　
査
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

○
東
川
小
車
庫
新
築
　
一
五
〇
万
円

○
中
学
校
、
各
種
大
会
出
場
、
自
動

　
車
借
上
料
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

o
町
民
プ
ー
ル
配
管
修
理
　
六
万
円

災
害
復
旧
費

○
樋
田
川
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
　
三
、
三
二
三
万
円

○
国
は
、
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た

　
め
、
国
庫
補
助
負
担
率
を
一
律
に

　
引
き
下
げ
、
一
方
的
に
地
方
財
政

　
に
し
わ
寄
せ
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

　
絶
対
に
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る

　
こ
と
の
な
い
よ
う
、
政
府
な
ど
に

　
意
見
書
を
提
出
す
る
。

▽
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員

　
の
選
挙
。

○
選
挙
管
理
委
員
四
名
、
滝
沢
和
平

　
（
猪
之
名
）
久
保
田
和
夫
（
天
水

　
島
）
小
野
塚
新
作
（
東
川
）
本
山

　
勉
（
浦
田
）
再
任
。

▽
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
。

○
佐
藤
正
男
（
天
水
越
）
再
任
。

▽
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
。

o
福
原
一
雄
（
天
水
越
）
再
任
。

　
猪
俣
栄
二
（
松
之
山
）
新
任
。

採
択
さ
れ
た

　
　
　
　
請
　
願
・
陳

▼
政
府
に
対
し
て
、
税
制
調
査
会
に

　
お
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る

　
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続
と

　
一
率
の
利
子
課
税
は
行
わ
な
い
こ

　
と
を
要
請
す
る
よ
う
求
め
る
（
陳

情
書
）

　
松
之
山
・
浦
田
・
湯
本
郵
便
局
外

▼
五
十
子
平
部
落
集
会
所
の
改
築
に

　
つ
い
て
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
五
＋
子
平
部
落

▼
松
之
山
小
学
校
改
築
に
関
す
る
要

情
・
要
望

　
望

　
　
　
　
　
松
之
山
地
区
協
議
会
外

▼
国
家
公
務
員
給
与
引
き
上
げ
の
人

　
事
院
勧
告
完
全
実
施
を
求
め
る
意

　
見
書
の
採
択
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
職
員
組
合

▼
科
学
振
興
助
成
金
の
増
額
並
び
に

　
過
疎
特
別
助
成
金
の
継
続
を
国
、

　
県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
た
だ

　
き
た
い
（
陳
情
書
）

　
上
越
高
等
学
校
、
関
根
学
園
高
等

昌子

校
。

▼
母
と
子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
障
．
害

　
者
、
生
活
困
窮
者
に
必
要
な
社
会

　
福
祉
制
度
の
根
底
を
破
壊
す
る
国

　
庫
負
担
率
削
減
と
地
方
自
治
体
、

　
住
民
へ
の
負
担
転
嫁
の
撤
回
を
求

　
め
る
政
府
、
国
会
へ
の
意
見
書
提

　
出
に
関
す
る
要
請
書

　
　
　
　
新
潟
県
保
育
者
労
働
組
合

▼
郵
便
貯
金
や
マ
ル
優
な
ど
非
課
税

　
貯
蓄
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、
少

　
額
貯
蓄
の
現
行
利
子
非
課
税
制
度

　
の
継
続
を
求
め
る
請
願
。

　
　
　
全
逓
上
越
支
部
松
之
山
分
会
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会計の決算を認定

一
般
会
計
補
正

　
九
月
定
例
議
会
が
九
月
二
十
七
日

二
十
八
日
の
二
日
間
開
か
れ
た
。

　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
で
は
、
樋

田
川
災
害
復
旧
工
事
二
二
〇
メ
ー
ト

ル
三
、
三
二
三
万
円
、
ス
キ
ー
場
建

設
費
に
二
、
三
八
一
万
円
、
松
之
山

小
学
校
改
築
基
金
の
積
立
金
一
、
五

〇
〇
万
円
な
ど
総
額
約
八
、
七
〇
〇

万
円
を
追
加
し
た
。

八
、
七
四
一
万
九
千
円
を
追
加

　
高
校
の
寄
宿
舎
が
な
く
な
る
こ
と

か
ら
、
一
日
の
バ
ス
代
が
五
〇
〇
円

を
越
え
る
分
に
つ
い
て
補
助
金
を
出

す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
条
例
関
係
で
は
、
松
之
山
小
学
校

改
築
事
業
の
資
金
を
積
立
て
る
た
め

の
基
金
条
例
を
制
定
し
た
。
黒
倉
分

校
を
廃
止
し
、
六
十
三
年
四
月
一
日

か
ら
統
合
す
る
こ
と
を
決
め
学
校
設

置
条
例
の
｝
部
を
改
正
。

　
町
選
挙
管
理
委
員
の
任
期
が
満
了

し
、
委
員
四
名
と
補
充
員
四
名
の
選

挙
を
行
な
っ
た
。
ま
た
教
育
委
員
の

任
命
に
つ
い
て
は
、
猪
俣
栄
二
さ
ん

（
松
之
山
）
が
新
し
く
任
命
さ
れ
た
。

　
国
庫
補
助
負
担
率
引
下
げ
に
よ
る

地
方
負
担
転
嫁
反
対
に
関
す
る
意
見

書
。
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続

に
関
す
る
意
見
書
を
政
府
や
各
政
党

に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
般
質
問
は
、
小
野
塚
保
夫
、
関

谷
勲
、
竹
内
平
八
郎
、
田
辺
尚
二
、

高
橋
英
一
、
村
山
里
志
の
各
議
員
が

過
疎
対
策
、
町
総
合
計
画
、
町
職
員

の
研
修
や
新
聞
投
稿
等
に
つ
い
て
町

の
考
え
を
正
し
た
。

　
二
十
年
間
町
村
議
会
議
員
と
し
て

地
方
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ

た
副
議
長
の
田
辺
一
夫
さ
ん
、
前
議

員
の
福
原
庚
造
さ
ん
が
県
議
長
会
よ

り
表
彰
。
二
十
七
日
伝
達
ざ
れ
た
。

458年度

審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
な
使
い
み
ち

総
務
費

○
印
刷
機
リ
ー
ス
代
　
　
二
四
万
円

o
税
務
電
算
委
託
料
　
一
〇
二
万
円

○
戸
籍
賃
金
　
　
　
　
　
　
八
万
円

o
統
計
調
査
出
張
旅
費
　
　
四
万
円

衛
生
費

○
婦
人
の
健
康
づ
く
り
事
業
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
万
円

○
環
境
衛
生
費
（
看
板
・
消
毒
薬
剤
、

印
刷
代
）
　
　
　
　
　
七
万
円

○
火
葬
場
排
油
処
理
施
設
　
五
万
円

農
林
水
産
業
費

o
林
業
振
興
費
（
造
林
用
地
登
記
委

　
託
料
・
補
償
料
他
）
　
四
九
万
円

○
林
道
補
修
建
設
機
械
借
上
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
一
〇
万
円

○
林
道
補
装
修
繕
工
事
増

松
之
山
小
の
改
築
基
金
条
例
を
設
置

▽
昭
和
五
十
八
年
度
町
四
会
計
決
算

の
認
定
。

◎
一
般
会
計

歳
入

　
二
五
億
二
、
五
〇
四
万
一
、
三
四
二
円

歳
出

　
二
四
億
三
、
五
八
八
万
一
、
二
一
円

○
国
保
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）

　
歳
入

　
　
三
億
四
、
一
九
一
万
四
、
六
七
九
円

　
歳
出

　
　
三
億
三
、
九
二
九
万
八
、
三
二
〇
円

　
　
（
診
療
所
勘
定
）

　
歳
入

　
　
二
億
一
、
〇
四
六
万
八
、
三
七
六
円

　
歳
出

　
　
二
億
O
、
七
〇
六
万
四
、
二
五
五
円

○
簡
水
特
別
会
計

　
歳
入
　
五
、
八
六
八
万
五
、
九
七
八
円

　
歳
入
　
五
、
五
四
七
万
四
、
〇
四
六
円

○
老
人
保
健
特
別
会
計

　
歳
入

　
　
二
億
二
、
八
二
一
万
四
、
一
七
八
円

　
歳
出

　
　
一
億
九
、
四
五
〇
万
八
、
八
一
三
円

▽
昭
和
五
十
九
年
度
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
回
）

○
八
、
七
四
一
万
九
　
円
を
追
加
し
総

　
額
二
四
億
五
、
三
八
七
万
四
千
円
と

す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
国
保
会
計
補
正

　
予
算
（
第
二
回
）

o
国
保
負
担
金
が
一
、
六
〇
〇
万
円
減
、

　
基
金
か
ら
九
〇
〇
万
円
繰
入
れ
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
簡
水
特
別
会
計

　
補
正
予
算
（
第
一
回
）

〇
一
四
一
万
六
千
円
を
追
加
し
総
額

　
五
、
七
三
一
万
八
千
円
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
立
松
之
山
小
学
校
改
築

　
基
金
の
設
置
管
理
及
び
処
分
に
関

　
，
す
る
条
例
設
置
。

○
町
は
町
立
松
之
山
小
学
校
改
築
事

　
業
の
資
金
に
充
て
る
た
め
松
之
山

　
小
学
校
改
築
基
金
を
設
置
。

▽
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て

o
教
育
効
果
の
向
上
と
学
校
運
営
の

　
適
正
化
を
図
る
た
め
松
之
山
町
立

　
松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
を
廃
止

　
し
松
之
山
小
学
校
に
統
合
す
る
、

　
統
合
は
六
十
三
年
四
月
。

▽
松
之
山
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一

　
部
改
正
。

○
松
之
山
小
学
校
黒
倉
分
校
を
削
る

　
条
例
の
施
行
は
六
十
三
年
四
月
一

　
日
と
す
る
。

▽
松
之
山
町
立
教
員
住
宅
設
置
及
び

　
管
理
条
例
の
一
部
改
正
。

○
松
之
山
中
学
校
教
員
住
宅
（
大
松

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

○
団
体
営
か
ん
ぱ
い
・
松
里
地
区
用

　
地
測
量
　
　
　
　
　
一
九
六
万
円

○
ホ
場
整
備
・
狐
塚
地
区
水
道
管
移

　
設
補
償
料
　
　
　
　
　
七
一
万
円

商
工
費

○
観
光
費
（
温
泉
組
合
補
助
金
、
新

　
聞
広
告
他
）
　
　
　
一
七
二
万
円

○
ス
キ
ー
場
管
理
運
営
費
（
測
量
委

　
託
料
・
休
止
補
償
料
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
万
円

○
ス
キ
ー
場
建
設
費

　
重
機
燃
料
費
　
　
　
　
五
〇
万
円

　
建
設
機
械
借
上
料
　
九
〇
〇
万
円

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
基
礎
工
事
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇
万
円

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
テ
ー
ブ
ル
他
備
品

荘
）
を
松
之
山
町
立
小
中
学
校
教

員
職
員
住
宅
（
大
松
荘
）
松
之
山

　
一
、
六
八
○
の
子
に
改
め
る
。

　
教
員
住
宅
使
用
料
は
一
戸
建
月
額

七
、
O
O
O
円
。

▽
松
之
山
町
集
落
開
発
施
設
等
の
設

　
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
。

○
西
之
前
、
上
蝦
池
集
落
開
発
セ
ン

　
タ
ー
を
加
え
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
。

o
退
職
者
医
療
制
度
の
発
足
に
よ
り

　
退
職
被
保
険
者
の
一
部
負
担
金
を

　
十
分
の
二
、
被
扶
養
者
は
十
分
の

　
三
と
す
る
。

▽
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

　
正
。

○
所
得
割
百
分
の
三
・
七
八
を
四
・
三

　
八
に
、
資
産
割
百
分
の
四
五
・
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

　
ス
キ
ー
競
技
用
計
時
装
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
万
円

　
ス
キ
ー
場
、
水
田
、
物
件
補
償
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
一
二
万
円

土
木
費

○
湯
本
地
内
、
県
道
昇
格
に
伴
う

　
用
地
買
収
費
　
　
　
一
六
〇
万
円

　
測
量
委
託
料
　
　
　
一
八
○
万
円

○
道
路
維
持
費
（
用
地
買
収
・
立
木

補
償
）
　
　
　
　
　
五
〇
万
円

○
崩
田
・
田
麦
立
線
改
良
工
事
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

○
建
設
機
械
運
営
費
（
布
川
防
雪
セ

　
ン
タ
ー
給
水
工
事
、
備
品
購
入
他
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
万
円

○
住
宅
費
（
建
設
機
械
借
上
料
・
水

　
道
管
移
設
）
　
　
　
　
七
六
万
円

○
地
域
防
雪
体
制
整
備
事
業
（
建
設

　
機
械
借
上
料
　
　
　
一
五
〇
万
円

を
四
〇
・
六
五
に
、
均
等
割
被
保
険

者
一
人
一
万
一
、
一
六
〇
円
を
一
万
一
、

　
七
四
〇
円
に
、
世
帯
平
等
割
一
世

　
帯
一
万
四
、
三
〇
〇
円
を
一
万
四
、
九

　
〇
〇
円
に
改
め
る
。

▽
松
代
町
外
一
ヵ
町
伝
染
病
舎
組
合

　
食
費
及
び
薬
価
徴
収
条
例
を
廃
止
。

▽
町
営
土
地
改
良
事
の
認
可
。

o
栃
倉
地
区
耕
地
災
害
復
旧
、
事
業

　
量
○
・
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
事
業
費
一
、

一
七
四
万
円
、
負
担
区
分
、
国
○
・
八

　
二
五
、
受
益
者
〇
二
七
五
。

▽
財
産
の
取
得
。

○
除
雪
ド
ー
ザ
ー
（
小
松
）
価
格
一
、

　
四
二
〇
万
円
。

▽
議
員
提
出
議
案
、
国
庫
補
助
負
担

　
率
引
き
下
げ
に
よ
る
地
方
負
担
転

　
嫁
反
対
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

　
に
つ
い
て
。

教
育
費

○
松
之
山
小
学
校
改
築
基
金
積
立

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
五
〇
〇
万
円

○
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
i
（
五
セ
ッ
ト
）

　
高
校
　
　
　
　
　
　
　
四
五
万
円

○
通
学
費
補
助
金
　
　
　
七
〇
万
円

○
寄
宿
舎
修
繕
料
等
　
　
一
〇
万
円

○
教
員
住
宅
新
築
・
立
木
補
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
万
円

○
松
之
山
小
・
三
省
小
プ
ー
ル
修
繕

　
他
　
　
　
　
　
　
　
一
一
八
万
円

○
松
之
山
小
建
設
予
定
地
、
地
質
調

　
査
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
万
円

○
東
川
小
車
庫
新
築
　
一
五
〇
万
円

○
中
学
校
、
各
種
大
会
出
場
、
自
動

　
車
借
上
料
　
　
　
　
　
二
〇
万
円

o
町
民
プ
ー
ル
配
管
修
理
　
六
万
円

災
害
復
旧
費

○
樋
田
川
災
害
復
旧
工
事

　
　
　
　
　
　
　
三
、
三
二
三
万
円

○
国
は
、
財
政
負
担
を
軽
減
す
る
た

　
め
、
国
庫
補
助
負
担
率
を
一
律
に

　
引
き
下
げ
、
一
方
的
に
地
方
財
政

　
に
し
わ
寄
せ
し
よ
う
と
し
て
い
る
、

　
絶
対
に
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
る

　
こ
と
の
な
い
よ
う
、
政
府
な
ど
に

　
意
見
書
を
提
出
す
る
。

▽
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
同
補
充
員

　
の
選
挙
。

○
選
挙
管
理
委
員
四
名
、
滝
沢
和
平

　
（
猪
之
名
）
久
保
田
和
夫
（
天
水

　
島
）
小
野
塚
新
作
（
東
川
）
本
山

　
勉
（
浦
田
）
再
任
。

▽
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

　
員
の
選
任
。

○
佐
藤
正
男
（
天
水
越
）
再
任
。

▽
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
。

o
福
原
一
雄
（
天
水
越
）
再
任
。

　
猪
俣
栄
二
（
松
之
山
）
新
任
。

採
択
さ
れ
た

　
　
　
　
請
　
願
・
陳

▼
政
府
に
対
し
て
、
税
制
調
査
会
に

　
お
い
て
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る

　
少
額
貯
蓄
非
課
税
制
度
の
存
続
と

　
一
率
の
利
子
課
税
は
行
わ
な
い
こ

　
と
を
要
請
す
る
よ
う
求
め
る
（
陳

情
書
）

　
松
之
山
・
浦
田
・
湯
本
郵
便
局
外

▼
五
十
子
平
部
落
集
会
所
の
改
築
に

　
つ
い
て
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
五
＋
子
平
部
落

▼
松
之
山
小
学
校
改
築
に
関
す
る
要

情
・
要
望

　
望

　
　
　
　
　
松
之
山
地
区
協
議
会
外

▼
国
家
公
務
員
給
与
引
き
上
げ
の
人

　
事
院
勧
告
完
全
実
施
を
求
め
る
意

　
見
書
の
採
択
に
関
す
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
松
之
山
町
職
員
組
合

▼
科
学
振
興
助
成
金
の
増
額
並
び
に

　
過
疎
特
別
助
成
金
の
継
続
を
国
、

　
県
に
対
し
強
く
要
望
し
て
い
た
だ

　
き
た
い
（
陳
情
書
）

　
上
越
高
等
学
校
、
関
根
学
園
高
等

昌子

校
。

▼
母
と
子
ど
も
、
お
年
寄
り
、
障
．
害

　
者
、
生
活
困
窮
者
に
必
要
な
社
会

　
福
祉
制
度
の
根
底
を
破
壊
す
る
国

　
庫
負
担
率
削
減
と
地
方
自
治
体
、

　
住
民
へ
の
負
担
転
嫁
の
撤
回
を
求

　
め
る
政
府
、
国
会
へ
の
意
見
書
提

　
出
に
関
す
る
要
請
書

　
　
　
　
新
潟
県
保
育
者
労
働
組
合

▼
郵
便
貯
金
や
マ
ル
優
な
ど
非
課
税

　
貯
蓄
制
度
の
改
悪
に
反
対
し
、
少

　
額
貯
蓄
の
現
行
利
子
非
課
税
制
度

　
の
継
続
を
求
め
る
請
願
。

　
　
　
全
逓
上
越
支
部
松
之
山
分
会
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8年度
一般会計決算

24億3，588万円歳出

型町税
172，062千円6．8％
分担金及び負担金
145，504千円5．8％
使用料及び手数料
22，514千円0．9％
財産収入
26，ll6干円1．0％

8，916万円の黒字

　
昭
和
．
瓦
十
八
年
度
の
一

般
会
計
予

算
は
、
当
初
二
．
．
．
、
1
、
六
八
九
．
力
八

看
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
卜
一
回

の
補
．
止
に
よ
っ
て
最
終
弄
算
額
は
二

五
億
六
、
六
四
て
ガ
六
千
円
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
歳
入

二
五
億
二
、
五
〇
四
万
一
、
三
四
二
円
、

歳
出
二
四
億
三
、
五
八
八
万
．
、
一
一
一

円
で
差
引
き
八
、
九
一
六
万
O
、
二
三
一

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
歳
入
、
．
歳
出

と
も
対
前
年
度
比
較
で
約
十
三
い
増

加
し
て
い
る
。

　
ス
キ
ー
場
建
設
の
た
め
、
歳
入
の

使
用
料
が
二
一
七
育
、
町
債
が
六
二

皆
、
歳
出
で
商
工
費
が
二
二
六
腎
と
、

対
前
年
度
比
で
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

366，196千円

14．5％　　、

　　地方譲与税など
　　174，801千円6．9％

国庫支出金

鞘乳％／べ

町債＼
399，100千円

15．8％15．8％　　歳入
　　　　　　　　　　　　地方交付税
　　　　　　　　　　　1，097，242千円
　　県支出金　　　　　43．5％
256，243千円

＼10．1％　　　　　　　　ノ

　
今
年
も
農
業
祭
が
や
っ
て
来
る
。

史
上
空
前
の
異
常
豪
雪
の
影
響
で
、

田
植
え
は
昨
年
に
比
べ
こ
週
間
か
ら

二
十
日
程
度
遅
れ
た
。
し
か
し
、
夏

の
好
天
、
高
温
に
恵
ま
れ
、
山
間
部

の
稲
の
生
育
成
熟
は
順
調
な
経
過
を

た
ど
り
、
平
年
並
み
、
ま
た
は
そ
れ

を
上
回
る
可
能
性
も
あ
り
、
農
家
の

表
情
に
、
明
る
さ
が
戻
っ
て
い
る
。

1義会費47，382干円1．9％

　
歳
人
の
う
ち
、
直
接
町
民
の
負
担

に
よ
る
も
の
は
、
町
民
税
や
固
｛
疋
資

産
税
な
ど
の
税
収
入
が
一
億
七
、
二
〇

六
万
円
、
土
地
改
良
の
分
担
金
や
保
育

料
、
ス
キ
ー
リ
ブ
ト
使
用
料
な
ど
税

外
収
入
が
一
億
九
、
四
二
二
万
円
で
決

算
総
額
に
対
し
て
一
四
・
五
皆
と
な
っ

て
い
る
。

　
町
債
の
年
度
末
現
在
高
は
二
二
億

九
、
三
〇
三
万
円
に
達
し
、
町
民
一
人

当
り
四
九
万
六
千
円
と
な
り
、
公
債

比
率
は
一
五
・
三
皆
に
上
昇
し
た
。

　
五
十
八
年
度
は
、
公
債
費
の
一
兀
金

一
億
六
、
一
二
九
万
円
、
利
子
一
億
五
、

三
七
四
万
円
な
ど
合
計
三
億
一
、
六
一

〇
万
円
償
還
し
て
い
る
。

〔5〕広報まつのやま

　　　　　　　1。月27日㊤

収穫の喜び　　28胸

文化の潤い聴魂職

　　　　　　　労働費その他
商工費
　　　　　　　70140．3％
309，225千円　　7
12。7％

　災害復旧費79，841千円3．3％

衛生費69，204千円2．8％

消防費　62，018千円2．6％

民生費
119，724千円4．9％

教育費
169，789千円　　　＿

〆　7．0％

＼総務費
236，074千円
9．7％　　－

務費　　　　　　　　　　農林水産業費
1，074千円　歳出　548，347千円
7％　　　　　　　　　　22。5％

　　公債費　　土木費
316，104千円
　　13．0％　　　471・159千円
＼　　　　　19．3％

新
た
に
米
共
励
会
出
品
展
示

　
春
耕
期
に
お
け
る
あ
の
苗
作
り
の

苦
労
と
、
二
千
百
三
十
万
円
を
支
出

し
て
苗
代
対
策
な
ど
の
補
助
に
当
た

っ
た
町
の
努
力
が
、
い
ま
実
ろ
う
と

し
て
い
る
。
農
家
、
行
政
、
農
業
団
体

が
三
位
一
体
と
な
っ
た
立
ち
上
が
り

が
、
い
か
に
大
切
か
。
そ
の
こ
と
を
、

い
や
が
上
に
も
見
せ
つ
け
ら
れ
た
年

だ
っ
た
、
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
コ
年
間
の
農
業
生
産
と
文
化
活

動
の
成
果
を
展
示
、
発
表
し
合
う
こ

と
を
通
し
て
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
収
穫

の
喜
び
と
文
化
の
潤
い
を
享
受
し
、

連
帯
を
深
め
、
そ
れ
ら
の
一
層
の
振

興
と
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

　
こ
う
趣
旨
に
掲
げ
た
農
業
祭
は
、

多
彩
な
行
事
を
繰
り
広
げ
る
。
特
に

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
良
質
米

多
収
穫
共
励
会
」
の
表
彰
式
と
出
品

展
示
は
、
今
回
農
業
祭
の
呼
び
も
の

と
な
ろ
・
つ
。

楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
！

　
わ
が
町
の
稲
作
反
収
、
否
、
日
本

の
そ
れ
を
引
き
上
げ
る
原
動
力
と
な

っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
多

収
穫
共
励
会
」
だ
っ
た
。
狭
い
耕
地

か
ら
、
い
か
に
多
く
の
生
産
を
上
げ

て
ゆ
く
か
。
こ
の
こ
と
こ
そ
、
稲
作

の
抱
え
る
古
く
て
新
し
い
課
題
に
外

な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　
折
か
ら
の
米
不
足
問
題
。
日
本
型

食
生
活
の
見
直
し
提
言
。
民
族
的
食

糧
と
い
う
べ
き
”
米
”
が
、
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
注
視
を
浴
び
つ
つ
あ
る
。

そ
う
し
た
機
運
に
際
会
し
た
、
わ
が

町
の
「
共
励
会
」
は
、
実
施
の
意
義

を
倍
加
し
た
。
お
互
い
に
か
く
認
識

し
△
・
い
た
い
．

　
各
部
落
の
農
家
組
合
の
推
薦
を
受

け
て
参
加
し
た
の
は
、
実
に
五
十
二

人
。
坪
刈
り
も
進
み
、
入
賞
順
位
を

決
め
る
最
終
審
査
会
も
間
近
。
正
式

発
表
は
、
十
月
二
十
八
日
の
農
業
祭
。

成
績
一
覧
表
は
当
日
、
一
般
に
配
付

の
予
定
。
稲
株
と
米
も
展
示
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
農
業
祭
は
、
婦
人
会
の

協
力
に
よ
る
「
わ
が
家
の
伝
承
料
理

自
慢
食
品
展
示
会
」
や
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
・
手
打
ち
ソ
バ
試
食
会
」
、
青
年

団
、
農
業
委
員
な
ど
の
協
力
に
よ
る

「
モ
チ
つ
き
大
会
」
、
整
備
業
組
合

に
よ
る
「
農
機
具
展
示
即
売
会
」
な

ど
、
盛
り
沢
山
。

　
毎
年
、
好
評
を
博
し
て
い
る
「
野

菜
・
牛
肉
即
売
会
」
も
目
玉
の
ひ
と

つ
。
農
業
祭
参
加
「
錦
鯉
品
評
会
」

は
、
十
六
回
目
。
ひ
と
き
わ
彩
り
を

添
え
る
。

農道災害復旧分担金　　　　　6万1

保育所保育料負担金　　　2，245〃

財産収入

土地貸付収入　　　　　　　17〃

建物貸付収入　　　　　　　19‘）〃

町有ブルドーザー貸付料　　41〃

温泉源貸付収入　　　　　　710〃

利子・配当金　　　　　　885〃

物品売払収入（除雪車払トげ外）

　　　　　　　　　　　　62〃
不動産売払収入（湯本駐在所売

　払代外）　　　　　　　　544ノノ

立木等売払収入（留山ダム用地

　内立木売払代外）　　　162〃

町民体育館、町民プール等教育

　施設使用料　　　　　　　46万円

スクールバス使用料　　　　87〃

民俗資料館入館料　　　　　140〃

自然休養村センター使用料110〃

テニスコート使用料　　　　16〃

キャンプ場使用料　　　　　95〃

高原テニスコート使用料　　18〃

住宅使用料　　　　　　　　134〃

スキーリフト使用料　　1，318〃

戸籍等手数料　　　　　　　132〃

7，943万円

5，553〃

　　450〃

1，619〃

　　659〃

　　　40〃

　　942〃

　
「
芸
能
祭
」
と

は
、
文
化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
重
要

行
事
。
農
山
村
文
化
の
健
在
ぶ
り
を

示
す
。
上
川
手
歌
舞
伎
は
、
　
”
菅
原

伝
授
手
習
鑑
”
で
再
演
の
舞
台
を
踏

む
予
定
。
美
術
の
力
作
は
、
そ
の
水

美　町税
術
作　　市町村民税
ロ

震　固定資産税
L　　軽自動車税

税費
　
　
税

消
　
　
取

こ
税
引
税

ば
気
材
湯

た
電
木
入

使用料・手数料

分担金・負担金

土地改良事業費分担金

　　　　　　　　　　1億2，299〃

3
　
　
久
》
　
　
3
　
　
3

4
　
　
3
　
　
　
　
　
　
ワ
’

湯沢駐車場使用料

松寿荘使用料

家庭奉仕員派遺費徴収金

火葬場使用料

準
の
高
さ
を
誇
示
せ
ず
に
は
い
な
い

だ
ろ
う
。
町
で
は
、
町
民
の
総
出
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。　

農
業
祭
の
行
事
内
容
は
、
次
の
と

お
り
。

10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

①
開
始

②
野
菜
・
牛
肉
即

　
士
冗
会

③
わ
が
家
の
伝
承

　
料
理
・
自
慢
食

　
・
叩
展
一
爪
△
筑

④
農
機
具
展
示
即

　
士
冗
△
耳

⑤
モ
チ
っ
き
大
会

⑥
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

手
打
ち
ソ
バ
試

食
△
云

午
前
九
時

　
〃
九
時
か
・
り

　
〃
九
時
か
ら

午
後
］
一
時
半
ま

　
で｛午

前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

｛午
前
＋
一
時
か

・
り
正
午
ま
で

｛午
前
＋
一
時
か

ら
正
午
ま
で

⑦
ポ
ン
菓
子

⑧
錦
鯉
品
評
会

同
表
彰
式

⑨
農
業
祭
鏡
割
り

⑩
繊
鰭
会
｛

　
同
表
彰
式

⑪
終
了

｛午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

｛午
前
九
時
か
ら

　
　
ニ
　
　
ま

靴
後
二
時
半
か

｛虻
一
時
半

～融
九
時
か
ら

笹
響

午
後
三
時

　
　
〈
芸
能
祭
〉

十
月
二
十
七
日
（
土
）
午
前
十
時
か

　
ら
歌
舞
伎
ほ
か

　
同
二
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時
か

　
ら
民
謡
、
踊
り
ほ
か

　
両
日
と
も
町
民
体
育
館

　
〈
美
術
作
品
展
〉

十
月
二
十
七
日
（
土
）
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で

同
二
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で

同
二
十
九
日
（
月
）
午
前
九
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で

三
日
間
と
も
自
然
休
養
村
セ
ン
タ



ー
o
り
N
l

広報まつのやま〔4〕

8年度
一般会計決算

24億3，588万円歳出

型町税
172，062千円6．8％
分担金及び負担金
145，504千円5．8％
使用料及び手数料
22，514千円0．9％
財産収入
26，ll6干円1．0％

8，916万円の黒字

　
昭
和
．
瓦
十
八
年
度
の
一

般
会
計
予

算
は
、
当
初
二
．
．
．
、
1
、
六
八
九
．
力
八

看
円
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
卜
一
回

の
補
．
止
に
よ
っ
て
最
終
弄
算
額
は
二

五
億
六
、
六
四
て
ガ
六
千
円
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
決
算
額
は
、
歳
入

二
五
億
二
、
五
〇
四
万
一
、
三
四
二
円
、

歳
出
二
四
億
三
、
五
八
八
万
．
、
一
一
一

円
で
差
引
き
八
、
九
一
六
万
O
、
二
三
一

円
の
黒
字
と
な
っ
た
。
歳
入
、
．
歳
出

と
も
対
前
年
度
比
較
で
約
十
三
い
増

加
し
て
い
る
。

　
ス
キ
ー
場
建
設
の
た
め
、
歳
入
の

使
用
料
が
二
一
七
育
、
町
債
が
六
二

皆
、
歳
出
で
商
工
費
が
二
二
六
腎
と
、

対
前
年
度
比
で
大
幅
に
増
え
て
い
る
。

366，196千円

14．5％　　、

　　地方譲与税など
　　174，801千円6．9％

国庫支出金

鞘乳％／べ

町債＼
399，100千円

15．8％15．8％　　歳入
　　　　　　　　　　　　地方交付税
　　　　　　　　　　　1，097，242千円
　　県支出金　　　　　43．5％
256，243千円

＼10．1％　　　　　　　　ノ

　
今
年
も
農
業
祭
が
や
っ
て
来
る
。

史
上
空
前
の
異
常
豪
雪
の
影
響
で
、

田
植
え
は
昨
年
に
比
べ
こ
週
間
か
ら

二
十
日
程
度
遅
れ
た
。
し
か
し
、
夏

の
好
天
、
高
温
に
恵
ま
れ
、
山
間
部

の
稲
の
生
育
成
熟
は
順
調
な
経
過
を

た
ど
り
、
平
年
並
み
、
ま
た
は
そ
れ

を
上
回
る
可
能
性
も
あ
り
、
農
家
の

表
情
に
、
明
る
さ
が
戻
っ
て
い
る
。

1義会費47，382干円1．9％

　
歳
人
の
う
ち
、
直
接
町
民
の
負
担

に
よ
る
も
の
は
、
町
民
税
や
固
｛
疋
資

産
税
な
ど
の
税
収
入
が
一
億
七
、
二
〇

六
万
円
、
土
地
改
良
の
分
担
金
や
保
育

料
、
ス
キ
ー
リ
ブ
ト
使
用
料
な
ど
税

外
収
入
が
一
億
九
、
四
二
二
万
円
で
決

算
総
額
に
対
し
て
一
四
・
五
皆
と
な
っ

て
い
る
。

　
町
債
の
年
度
末
現
在
高
は
二
二
億

九
、
三
〇
三
万
円
に
達
し
、
町
民
一
人

当
り
四
九
万
六
千
円
と
な
り
、
公
債

比
率
は
一
五
・
三
皆
に
上
昇
し
た
。

　
五
十
八
年
度
は
、
公
債
費
の
一
兀
金

一
億
六
、
一
二
九
万
円
、
利
子
一
億
五
、

三
七
四
万
円
な
ど
合
計
三
億
一
、
六
一

〇
万
円
償
還
し
て
い
る
。

〔5〕広報まつのやま

　　　　　　　1。月27日㊤

収穫の喜び　　28胸

文化の潤い聴魂職

　　　　　　　労働費その他
商工費
　　　　　　　70140．3％
309，225千円　　7
12。7％

　災害復旧費79，841千円3．3％

衛生費69，204千円2．8％

消防費　62，018千円2．6％

民生費
119，724千円4．9％

教育費
169，789千円　　　＿

〆　7．0％

＼総務費
236，074千円
9．7％　　－

務費　　　　　　　　　　農林水産業費
1，074千円　歳出　548，347千円
7％　　　　　　　　　　22。5％

　　公債費　　土木費
316，104千円
　　13．0％　　　471・159千円
＼　　　　　19．3％

新
た
に
米
共
励
会
出
品
展
示

　
春
耕
期
に
お
け
る
あ
の
苗
作
り
の

苦
労
と
、
二
千
百
三
十
万
円
を
支
出

し
て
苗
代
対
策
な
ど
の
補
助
に
当
た

っ
た
町
の
努
力
が
、
い
ま
実
ろ
う
と

し
て
い
る
。
農
家
、
行
政
、
農
業
団
体

が
三
位
一
体
と
な
っ
た
立
ち
上
が
り

が
、
い
か
に
大
切
か
。
そ
の
こ
と
を
、

い
や
が
上
に
も
見
せ
つ
け
ら
れ
た
年

だ
っ
た
、
と
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
コ
年
間
の
農
業
生
産
と
文
化
活

動
の
成
果
を
展
示
、
発
表
し
合
う
こ

と
を
通
し
て
、
町
民
こ
ぞ
っ
て
収
穫

の
喜
び
と
文
化
の
潤
い
を
享
受
し
、

連
帯
を
深
め
、
そ
れ
ら
の
一
層
の
振

興
と
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
」

　
こ
う
趣
旨
に
掲
げ
た
農
業
祭
は
、

多
彩
な
行
事
を
繰
り
広
げ
る
。
特
に

今
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
良
質
米

多
収
穫
共
励
会
」
の
表
彰
式
と
出
品

展
示
は
、
今
回
農
業
祭
の
呼
び
も
の

と
な
ろ
・
つ
。

楽
し
い
行
事
が
い
っ
ぱ
い
！

　
わ
が
町
の
稲
作
反
収
、
否
、
日
本

の
そ
れ
を
引
き
上
げ
る
原
動
力
と
な

っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
多

収
穫
共
励
会
」
だ
っ
た
。
狭
い
耕
地

か
ら
、
い
か
に
多
く
の
生
産
を
上
げ

て
ゆ
く
か
。
こ
の
こ
と
こ
そ
、
稲
作

の
抱
え
る
古
く
て
新
し
い
課
題
に
外

な
ら
な
い
か
ら
だ
。

　
折
か
ら
の
米
不
足
問
題
。
日
本
型

食
生
活
の
見
直
し
提
言
。
民
族
的
食

糧
と
い
う
べ
き
”
米
”
が
、
い
ろ
い

ろ
な
面
か
ら
注
視
を
浴
び
つ
つ
あ
る
。

そ
う
し
た
機
運
に
際
会
し
た
、
わ
が

町
の
「
共
励
会
」
は
、
実
施
の
意
義

を
倍
加
し
た
。
お
互
い
に
か
く
認
識

し
△
・
い
た
い
．

　
各
部
落
の
農
家
組
合
の
推
薦
を
受

け
て
参
加
し
た
の
は
、
実
に
五
十
二

人
。
坪
刈
り
も
進
み
、
入
賞
順
位
を

決
め
る
最
終
審
査
会
も
間
近
。
正
式

発
表
は
、
十
月
二
十
八
日
の
農
業
祭
。

成
績
一
覧
表
は
当
日
、
一
般
に
配
付

の
予
定
。
稲
株
と
米
も
展
示
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
農
業
祭
は
、
婦
人
会
の

協
力
に
よ
る
「
わ
が
家
の
伝
承
料
理

自
慢
食
品
展
示
会
」
や
「
コ
シ
ヒ
カ

リ
・
手
打
ち
ソ
バ
試
食
会
」
、
青
年

団
、
農
業
委
員
な
ど
の
協
力
に
よ
る

「
モ
チ
つ
き
大
会
」
、
整
備
業
組
合

に
よ
る
「
農
機
具
展
示
即
売
会
」
な

ど
、
盛
り
沢
山
。

　
毎
年
、
好
評
を
博
し
て
い
る
「
野

菜
・
牛
肉
即
売
会
」
も
目
玉
の
ひ
と

つ
。
農
業
祭
参
加
「
錦
鯉
品
評
会
」

は
、
十
六
回
目
。
ひ
と
き
わ
彩
り
を

添
え
る
。

農道災害復旧分担金　　　　　6万1

保育所保育料負担金　　　2，245〃

財産収入

土地貸付収入　　　　　　　17〃

建物貸付収入　　　　　　　19‘）〃

町有ブルドーザー貸付料　　41〃

温泉源貸付収入　　　　　　710〃

利子・配当金　　　　　　885〃

物品売払収入（除雪車払トげ外）

　　　　　　　　　　　　62〃
不動産売払収入（湯本駐在所売

　払代外）　　　　　　　　544ノノ

立木等売払収入（留山ダム用地

　内立木売払代外）　　　162〃

町民体育館、町民プール等教育

　施設使用料　　　　　　　46万円

スクールバス使用料　　　　87〃

民俗資料館入館料　　　　　140〃

自然休養村センター使用料110〃

テニスコート使用料　　　　16〃

キャンプ場使用料　　　　　95〃

高原テニスコート使用料　　18〃

住宅使用料　　　　　　　　134〃

スキーリフト使用料　　1，318〃

戸籍等手数料　　　　　　　132〃

7，943万円

5，553〃

　　450〃

1，619〃

　　659〃

　　　40〃

　　942〃

　
「
芸
能
祭
」
と

は
、
文
化
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
い
重
要

行
事
。
農
山
村
文
化
の
健
在
ぶ
り
を

示
す
。
上
川
手
歌
舞
伎
は
、
　
”
菅
原

伝
授
手
習
鑑
”
で
再
演
の
舞
台
を
踏

む
予
定
。
美
術
の
力
作
は
、
そ
の
水

美　町税
術
作　　市町村民税
ロ

震　固定資産税
L　　軽自動車税

税費
　
　
税

消
　
　
取

こ
税
引
税

ば
気
材
湯

た
電
木
入

使用料・手数料

分担金・負担金

土地改良事業費分担金

　　　　　　　　　　1億2，299〃

3
　
　
久
》
　
　
3
　
　
3

4
　
　
3
　
　
　
　
　
　
ワ
’

湯沢駐車場使用料

松寿荘使用料

家庭奉仕員派遺費徴収金

火葬場使用料

準
の
高
さ
を
誇
示
せ
ず
に
は
い
な
い

だ
ろ
う
。
町
で
は
、
町
民
の
総
出
を

呼
び
か
け
て
い
る
。
ご
期
待
く
だ
さ

い
。　

農
業
祭
の
行
事
内
容
は
、
次
の
と

お
り
。

10
月
28
日
（
日
）

　
　
　
　
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

①
開
始

②
野
菜
・
牛
肉
即

　
士
冗
会

③
わ
が
家
の
伝
承

　
料
理
・
自
慢
食

　
・
叩
展
一
爪
△
筑

④
農
機
具
展
示
即

　
士
冗
△
耳

⑤
モ
チ
っ
き
大
会

⑥
コ
シ
ヒ
カ
リ
・

手
打
ち
ソ
バ
試

食
△
云

午
前
九
時

　
〃
九
時
か
・
り

　
〃
九
時
か
ら

午
後
］
一
時
半
ま

　
で｛午

前
九
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で

｛午
前
＋
一
時
か

・
り
正
午
ま
で

｛午
前
＋
一
時
か

ら
正
午
ま
で

⑦
ポ
ン
菓
子

⑧
錦
鯉
品
評
会

同
表
彰
式

⑨
農
業
祭
鏡
割
り

⑩
繊
鰭
会
｛

　
同
表
彰
式

⑪
終
了

｛午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で

｛午
前
九
時
か
ら

　
　
ニ
　
　
ま

靴
後
二
時
半
か

｛虻
一
時
半

～融
九
時
か
ら

笹
響

午
後
三
時

　
　
〈
芸
能
祭
〉

十
月
二
十
七
日
（
土
）
午
前
十
時
か

　
ら
歌
舞
伎
ほ
か

　
同
二
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時
か

　
ら
民
謡
、
踊
り
ほ
か

　
両
日
と
も
町
民
体
育
館

　
〈
美
術
作
品
展
〉

十
月
二
十
七
日
（
土
）
午
前
九
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で

同
二
十
八
日
（
日
）
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で

同
二
十
九
日
（
月
）
午
前
九
時
か

ら
午
後
二
時
ま
で

三
日
間
と
も
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
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生の音楽に感動

演奏は上越教育大

・イ
　
生
の
演
奏
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

い
松
之
山
の
子
供
達
に
と
、
上
越
教

育
大
の
皆
さ
ん
が
松
之
山
で
音
楽
鑑

賞
教
室
を
開
い
た
。

　
こ
の
教
室
は
町
教
育
委
員
会
と
学

校
教
育
重
点
施
策
推
進
委
員
会
で
、

生
の
音
楽
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
明

る
く
豊
か
な
心
情
を
育
て
た
い
と
、

上
越
教
育
大
に
演
奏
の
依
頼
を
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
演
奏
者
は
同
大
学
生
や
院
生
、
O

B
、
教
官
な
ど
六
十
一
人
で
、
吹
奏

楽
や
ピ
ア
ノ
独
奏
、
弦
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
独
唱
、
混
声
合
唱
な
ど
。
曲

　
　
　
　
　
　
　
目
は
児
童
生
徒
が

　
　
　
　
　
　
　
対
象
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
乙
女
の
祈

　
　
　
　
　
ん快く演奏を引き受けてくれた上越教育大の皆さ

り
や
子
守
歌
、
野

ば
ら
、
荒
城
の
月
、

ド
ナ
ゥ
川
の
さ
ざ

波
な
ど
子
供
む
け

の
曲
が
一
時
間
半

に
わ
た
っ
て
演
奏

さ
れ
た
。

　
ア
」
の
教
室
に
は

小
学
三
年
生
以
上

小
・
中
・
高
（
六

百
人
）
と
教
員
や

一
般
の
人
達
な
ど

総
勢
七
百
人
が
迫

力
あ
る
演
奏
に
耳

を
傾
け
、
生
の
音

楽
に
感
動
し
た
。

鵡

チビくんと佐藤庄吉さん

大の長寿ナンバー・ワン
　『チビ』くん表彰される

　
天
水
越
の
佐
藤
庄
吉
さ
ん
の
犬
〃
チ

ビ
く
ん
（
雄
）
〃
が
犬
で
は
大
変
長
生

き
で
珍
し
い
と
県
動
物
愛
護
協
会
か

ら
表
彰
さ
れ
た
。

　
ふ
つ
う
犬
の
寿
命
は
長
く
て
十
五

年
位
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の

“
チ
ビ
く
ん
”
は
昭
和
三
十
六
年
三

月
生
ま
れ
の
二
十
三
歳
。

　
結
成
し
て
十
年
の
同
協
会
で
は
、

九
月
二
十
二
日
新
潟
市
で
動
物
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
き
表
彰
し
た
。

　
こ
の
犬
は
県
下
で
も
最
高
齢
の
飼

育
犬
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

高
齢
の
た
め
目
や
足
腰
は
弱
り
三
年

前
か
ぢ
外
に
は
出
な
い
が
元
気
に
暮

し
て
い
る
。

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し

ま
す
。
犬
を
飼
育
す
る
場
合
は
年
二

回
の
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
該
当
者
は
必
ず
注
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
1
0
月
1
8
日
（
木
）

。
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー
午
前
十
時

。
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
午
前
十
時
半

。
黒
倉
の
倉
庫
　
午
前
十
一
時
十
分

。
小
谷
十
一
屋
前

。
上
川
手
公
会
堂

・
坪
野
福
石
屋
前

・
東
川
小
学
校
前

▼
1
0
月
1
9
日
（
金
）

。
湯
山
営
林
署
前

午
後
一
時

午
後
一
時
半

午
後
一
一
時

午
後
一
一
時
半

午
前
十
時

。
湯
本
駐
車
場
　
　
午
前
十
時
半

。
松
里
農
協
前
　
　
午
前
十
■
一
時

。
松
之
山
町
役
場
　
午
後
一
時

▼
料
金
・
一
頭
に
つ
き
一
、
六
一
〇
円

　
（
今
回
新
た
に
登
録
す
る
犬
は
、

　
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
を
加
算
）

▼
注
意
事
項

。
印
鑑
と
愛
犬
手
帳
を
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

。
犬
は
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い
で

　
き
て
く
だ
さ
い
。

。
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
役

　
場
衛
生
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

。
四
月
以
降
、
新
た
に
飼
い
始
め
た

　
犬
は
登
録
も
行
い
ま
す
。

　布施政子
　　　　さん　相沢義和

国体出場決まる

　▽　　▽開ま　　選人市
　相　　布催で国手がで国
　沢　　施さ　’体に第行体
少義少政れ奈は選三わ予
年和年子ま良十ば十れ選
B－A一す県月れ九　’が
八下ヤ黒　。鴻十ま回当八
○蝦リ倉　　池二し国町月
○池投）　　陸日た民か二
材）げ　　　上か　。体ら十
　　　　　競ら　　育高五
　　　　　技十　　大校日
　　　　　場七　　会生新
　　　　　で日　　の二潟

　　　　　　　　　　の　　防けに
　　　　　　　　　　園こ　ク　さ対幼　　　　　　　　　　児のラせす児　火
　　　　　　　　　　百ク　ブよ　る　に
　　　　　　　　　　三ラがう正消　あ
　　　　　　　　　　十ブ発と　し防
　　　　　　　　　　昊締冗躍　　そ
　　　　　　　　　　鹸視諮よび
　　　灘翻　　　　魔藻　易霧麓いを
　　　　　　　　　　萎蕩　箔駁子し
　　　　　　　　　　　　　　　　にな
　　　　　　　　♂皆ま讐蹄ない
　　　　　　　　　　跳勇鞭森り
　　　　　　　　　　罫漢濃ま
　　　　　　　　　　猛ll罐講す
　　　　　　　　　　る　’ツか迎事
　　　　　　　　　　事火ピれえ務
　　　　　　　　　　をあがたて組
　　　　　　　　　　誓そ子　。　’合
　　　　　　　　　　つび供　　町のかわいいハッピ姿の子供達　　　　㌃を達　　民杉

　　　　　　醒0月1日ひ5

　　　　　　赤い羽根

　1　　　　　＝　　：▲
　　　1　　、、

みんながしあわせに
間し動う人　　　ま　つ
社たでと達こりせ今ム　　o　ム　→一　幻　の　　ホ　　　　体

　　勇弘：災・♂

知誘繊鞠
　　　　　　いψ

　　　無

　　　火

記災
　　　2

讐年訓

新潟県最低賃金

39249円1日

（ただし時間給の労働者は1時間407円）

一効力発生日　10月5日

〔7〕広報まつのやま

記
録
更
新
中

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
で
は
、

九
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
、
無
火
災
推
進
四
カ
月
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
い
わ
い
、
松
之
山
町
で
は
九
月

三
十
日
現
在
、
無
火
災
九
一
三
日
と

い
う
喜
ば
し
い
記
録
を
更
新
中
で
す
。

「
毎
日
、
夜
九
時
は
消
防
の
時
間
」

火
の
元
点
検
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も

に
、
我
が
家
か
ら
は
絶
対
火
事
を
出

さ
な
い
と
い
う
心
構
え
を
も
っ
て
、

無
火
災
記
録
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
無
火
災
は
“
わ
が
町
、
わ
が
家
、

わ
が
自
慢
”
乾
燥
機
な
ど
火
の
元
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
乾
燥
機
の
ま
わ
り
に
は
、
ワ
ラ
等

　
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▽
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
な
い
。

・
▽
そ
の
場
を
は
な
れ
遠
く
へ
行
か
な

　
い
。

▽
消
火
器
等
を
用
意
す
る
。

　
（
東
頸
消
防
署
松
之
山
分
遣
所
）

あ
た
た
か
い
愛
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
全
国
い

　
　
い
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
共
同
募
金
は
、
お
気
の
毒
な

人
達
を
援
助
し
明
る
い
社
会
を
築
こ

　
　
　
　
、
国
民
的
な
社
会
福
祉
活

動
で
今
年
で
三
十
八
回
目
を
迎
え
ま

　
　
　
こ
の
募
金
は
、
県
と
町
の
民

間
社
会
福
祉
活
動
の
資
金
源
と
し
て

毎
年
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
町
の
目
標
額
は
九
二
万
八

千
円
で
、
戸
別
募
金
が
一
世
帯
当
り

六
五
〇
円
、
そ
の
他
職
域
募
金
、
学

校
募
金
な
ど
で
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
あ
た
た

か
い
、
こ
協
力
と
ご
理
解
に
よ
り
、
目

標
が
達
成
で
き
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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生の音楽に感動

演奏は上越教育大

・イ
　
生
の
演
奏
に
触
れ
る
機
会
の
少
な

い
松
之
山
の
子
供
達
に
と
、
上
越
教

育
大
の
皆
さ
ん
が
松
之
山
で
音
楽
鑑

賞
教
室
を
開
い
た
。

　
こ
の
教
室
は
町
教
育
委
員
会
と
学

校
教
育
重
点
施
策
推
進
委
員
会
で
、

生
の
音
楽
を
鑑
賞
し
て
も
ら
い
、
明

る
く
豊
か
な
心
情
を
育
て
た
い
と
、

上
越
教
育
大
に
演
奏
の
依
頼
を
し
て

い
た
も
の
で
あ
る
。

　
演
奏
者
は
同
大
学
生
や
院
生
、
O

B
、
教
官
な
ど
六
十
一
人
で
、
吹
奏

楽
や
ピ
ア
ノ
独
奏
、
弦
楽
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
独
唱
、
混
声
合
唱
な
ど
。
曲

　
　
　
　
　
　
　
目
は
児
童
生
徒
が

　
　
　
　
　
　
　
対
象
で
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
か
ら
、
乙
女
の
祈

　
　
　
　
　
ん快く演奏を引き受けてくれた上越教育大の皆さ

り
や
子
守
歌
、
野

ば
ら
、
荒
城
の
月
、

ド
ナ
ゥ
川
の
さ
ざ

波
な
ど
子
供
む
け

の
曲
が
一
時
間
半

に
わ
た
っ
て
演
奏

さ
れ
た
。

　
ア
」
の
教
室
に
は

小
学
三
年
生
以
上

小
・
中
・
高
（
六

百
人
）
と
教
員
や

一
般
の
人
達
な
ど

総
勢
七
百
人
が
迫

力
あ
る
演
奏
に
耳

を
傾
け
、
生
の
音

楽
に
感
動
し
た
。

鵡

チビくんと佐藤庄吉さん

大の長寿ナンバー・ワン
　『チビ』くん表彰される

　
天
水
越
の
佐
藤
庄
吉
さ
ん
の
犬
〃
チ

ビ
く
ん
（
雄
）
〃
が
犬
で
は
大
変
長
生

き
で
珍
し
い
と
県
動
物
愛
護
協
会
か

ら
表
彰
さ
れ
た
。

　
ふ
つ
う
犬
の
寿
命
は
長
く
て
十
五

年
位
と
い
わ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
の

“
チ
ビ
く
ん
”
は
昭
和
三
十
六
年
三

月
生
ま
れ
の
二
十
三
歳
。

　
結
成
し
て
十
年
の
同
協
会
で
は
、

九
月
二
十
二
日
新
潟
市
で
動
物
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
き
表
彰
し
た
。

　
こ
の
犬
は
県
下
で
も
最
高
齢
の
飼

育
犬
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
る
。

高
齢
の
た
め
目
や
足
腰
は
弱
り
三
年

前
か
ぢ
外
に
は
出
な
い
が
元
気
に
暮

し
て
い
る
。

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射

　
秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し

ま
す
。
犬
を
飼
育
す
る
場
合
は
年
二

回
の
注
射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
該
当
者
は
必
ず
注
射
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
1
0
月
1
8
日
（
木
）

。
中
立
山
集
落
セ
ン
タ
ー
午
前
十
時

。
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー
午
前
十
時
半

。
黒
倉
の
倉
庫
　
午
前
十
一
時
十
分

。
小
谷
十
一
屋
前

。
上
川
手
公
会
堂

・
坪
野
福
石
屋
前

・
東
川
小
学
校
前

▼
1
0
月
1
9
日
（
金
）

。
湯
山
営
林
署
前

午
後
一
時

午
後
一
時
半

午
後
一
一
時

午
後
一
一
時
半

午
前
十
時

。
湯
本
駐
車
場
　
　
午
前
十
時
半

。
松
里
農
協
前
　
　
午
前
十
■
一
時

。
松
之
山
町
役
場
　
午
後
一
時

▼
料
金
・
一
頭
に
つ
き
一
、
六
一
〇
円

　
（
今
回
新
た
に
登
録
す
る
犬
は
、

　
登
録
料
二
、
一
〇
〇
円
を
加
算
）

▼
注
意
事
項

。
印
鑑
と
愛
犬
手
帳
を
持
参
し
て
く

　
だ
さ
い
。

。
犬
は
丈
夫
な
ク
サ
リ
で
つ
な
い
で

　
き
て
く
だ
さ
い
。

。
犬
が
い
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
役

　
場
衛
生
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

。
四
月
以
降
、
新
た
に
飼
い
始
め
た

　
犬
は
登
録
も
行
い
ま
す
。

　布施政子
　　　　さん　相沢義和

国体出場決まる

　▽　　▽開ま　　選人市
　相　　布催で国手がで国
　沢　　施さ　’体に第行体
少義少政れ奈は選三わ予
年和年子ま良十ば十れ選
B－A一す県月れ九　’が
八下ヤ黒　。鴻十ま回当八
○蝦リ倉　　池二し国町月
○池投）　　陸日た民か二
材）げ　　　上か　。体ら十
　　　　　競ら　　育高五
　　　　　技十　　大校日
　　　　　場七　　会生新
　　　　　で日　　の二潟

　　　　　　　　　　の　　防けに
　　　　　　　　　　園こ　ク　さ対幼　　　　　　　　　　児のラせす児　火
　　　　　　　　　　百ク　ブよ　る　に
　　　　　　　　　　三ラがう正消　あ
　　　　　　　　　　十ブ発と　し防
　　　　　　　　　　昊締冗躍　　そ
　　　　　　　　　　鹸視諮よび
　　　灘翻　　　　魔藻　易霧麓いを
　　　　　　　　　　萎蕩　箔駁子し
　　　　　　　　　　　　　　　　にな
　　　　　　　　♂皆ま讐蹄ない
　　　　　　　　　　跳勇鞭森り
　　　　　　　　　　罫漢濃ま
　　　　　　　　　　猛ll罐講す
　　　　　　　　　　る　’ツか迎事
　　　　　　　　　　事火ピれえ務
　　　　　　　　　　をあがたて組
　　　　　　　　　　誓そ子　。　’合
　　　　　　　　　　つび供　　町のかわいいハッピ姿の子供達　　　　㌃を達　　民杉

　　　　　　醒0月1日ひ5

　　　　　　赤い羽根

　1　　　　　＝　　：▲
　　　1　　、、

みんながしあわせに
間し動う人　　　ま　つ
社たでと達こりせ今ム　　o　ム　→一　幻　の　　ホ　　　　体

　　勇弘：災・♂

知誘繊鞠
　　　　　　いψ

　　　無

　　　火

記災
　　　2

讐年訓

新潟県最低賃金

39249円1日

（ただし時間給の労働者は1時間407円）

一効力発生日　10月5日

〔7〕広報まつのやま

記
録
更
新
中

　
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
で
は
、

九
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま

で
、
無
火
災
推
進
四
カ
月
運
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
さ
い
わ
い
、
松
之
山
町
で
は
九
月

三
十
日
現
在
、
無
火
災
九
一
三
日
と

い
う
喜
ば
し
い
記
録
を
更
新
中
で
す
。

「
毎
日
、
夜
九
時
は
消
防
の
時
間
」

火
の
元
点
検
を
習
慣
づ
け
る
と
と
も

に
、
我
が
家
か
ら
は
絶
対
火
事
を
出

さ
な
い
と
い
う
心
構
え
を
も
っ
て
、

無
火
災
記
録
を
延
ば
し
ま
し
ょ
う
。

　
無
火
災
は
“
わ
が
町
、
わ
が
家
、

わ
が
自
慢
”
乾
燥
機
な
ど
火
の
元
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
乾
燥
機
の
ま
わ
り
に
は
、
ワ
ラ
等

　
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
。

▽
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
し
な
い
。

・
▽
そ
の
場
を
は
な
れ
遠
く
へ
行
か
な

　
い
。

▽
消
火
器
等
を
用
意
す
る
。

　
（
東
頸
消
防
署
松
之
山
分
遣
所
）

あ
た
た
か
い
愛
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
今
年
も
十
月
一
日
か
ら
、
全
国
い

　
　
い
に
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
共
同
募
金
は
、
お
気
の
毒
な

人
達
を
援
助
し
明
る
い
社
会
を
築
こ

　
　
　
　
、
国
民
的
な
社
会
福
祉
活

動
で
今
年
で
三
十
八
回
目
を
迎
え
ま

　
　
　
こ
の
募
金
は
、
県
と
町
の
民

間
社
会
福
祉
活
動
の
資
金
源
と
し
て

毎
年
大
き
な
役
割
を
果
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
町
の
目
標
額
は
九
二
万
八

千
円
で
、
戸
別
募
金
が
一
世
帯
当
り

六
五
〇
円
、
そ
の
他
職
域
募
金
、
学

校
募
金
な
ど
で
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
あ
た
た

か
い
、
こ
協
力
と
ご
理
解
に
よ
り
、
目

標
が
達
成
で
き
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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健
康
づ
く
り
の
三
本
柱

　
　
「
運
動
」
　
「
栄
養
」

十
月
十
日
は
「
体
育
の
日
」
ま
た

こ
の
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
一
週

間
は
「
四
十
歳
か
ら
の
健
康
週
間
」

で
す
。

　
今
年
か
ら
始
ま
る
こ
の
週
間
は
、

壮
年
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
成
人

病
予
防
の
た
め
の
週
間
で
す
。

　
老
後
の
準
備
は
四
十
代
か
ら
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
経
済
面
に
限

っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康

に
つ
い
て
も
老
後
へ
の
備
え
が
必
要

で
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
は
「
運
動
」

　
　
「
休
養
」

「
栄
養
」
「
休
養
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

人
間
も
動
物
で
、
動
い
て
い
る
の

が
本
来
の
姿
で
す
。
し
か
し
、
科
学

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
体
を
動
か
す

機
会
が
少
く
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、

毎
日
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
ま

し
ょ
・
つ
。

　
自
然
な
運
動
、
心
や
体
を
休
ま
せ

る
ゆ
と
り
、
野
菜
や
魚
、
肉
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
る
こ
と
が
、
長
生
き

の
秘
け
つ
で
す
。

技
能
検
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
申
請
は
1
0
月
17
日
ま
で

　
新
潟
県
知
事
の
委
任
を
受
け
た
新

潟
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

昭
和
五
十
九
年
度
後
期
技
能
検
定
と

技
能
五
輪
地
方
大
会
を
実
施
す
る
。

　
技
能
検
定
は
、
技
能
者
の
自
己
啓

発
の
目
標
と
な
る
と
と
も
に
、
企
業

お
よ
び
社
会
一
般
に
と
っ
て
技
能
者

の
職
業
能
力
の
評
価
お
よ
び
処
遇
の

指
標
と
な
る
き
わ
め
て
重
要
な
国
家

検
定
で
す
。

　
こ
の
技
能
検
定
に
合
格
す
る
と
、

　
健
康
保
険
の
改
正
に
よ
リ
、
十
月

一
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療

養
費
の
内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が
、
一
人

㎜
ヵ
月
一
つ
の
病
院
、
診
療
所
で
五

万
一
千
円
（
低
所
得
者
は
三
万
円
）

を
超
え
た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
は

国
保
が
負
担
し
ま
す
。

高額療養費制度が

10月から変わりました

一
級
は
労
働
大
臣
、
二
級
は
県
知
事

よ
り
合
格
証
書
が
交
付
さ
れ
、
技
能

士
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
実
技
試
験
に
併
せ
、
新
潟
県

技
能
競
技
大
会
と
、
技
能
五
輪
地
方

大
会
を
行
い
、
成
績
が
特
に
優
秀
な

方
は
新
潟
県
代
表
選
手
と
し
て
技
能

五
輪
全
国
大
会
出
場
の
推
せ
ん
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
検
定
職
種
は
、
時
計
修
理
、
農
業

機
械
整
備
、
石
工
、
和
菓
子
製
造
、

酒
造
、
建
築
大
工
、
枠
組
壁
建
築
、

型
枠
施
工
、
鉄
筋
組
立
て
、
建
築
製

図
な
ど
約
七
十
種
。

　
受
験
申
請
書
の
受
付
は
十
月
四
日

か
ら
十
七
日
（
消
印
有
効
）
ま
で
、

新
潟
市
川
岸
町
一
丁
目
四
八
の
八
、

ま
る
え
ビ
ル
三
F
、
新
潟
県
職
業
能

力
開
発
協
会
へ
。

　
詳
細
や
受
検
申
請
書
用
紙
は
、
町

商
工
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

三
万
円
以
上
の
自
己
負
担
が

　
　
二
回
以
上
の
場
合
は
合
算
し
て
適
用

　
一
世
帯
の
医
療
費
が
、
ひ
と
月
に

三
万
円
（
低
所
得
者
は
二
万
一
千
円
）

以
上
の
自
己
負
担
が
二
回
以
上
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
額
を
合
算
し
て
五
万

一
千
円
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、

国
保
で
負
担
し
ま
す
。

一
年
に
高
額
療
養
費
が
四
回
以
上

　
　
　
　
の
場
合
は
四
回
目
か
ら
三
万
円
に

　
一
年
問
に
、
同
一
世
帯
に
対
し
、

限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
高
額
療
養
費
の

支
給
が
四
回
以
上
あ
っ
た
場
合
に
、

四
回
以
降
か
ら
は
、
自
己
負
担
額
が

三
万
円
（
低
所
得
者
は
二
万
一
千
円
）

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
国
保
が
負

担
し
ま
す
。

長
期
で
高
額
の
嶽
養
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
限
度
額
は
一
万
円

　
血
友
病
な
ど
、
高
額
な
治
療
を
長

期
間
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気

で
、
厚
生
大
臣
の
指
定
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額

は
一
万
円
と
な
り
ま
す
。
一
カ
月
一

万
円
を
超
え
た
医
療
費
は
あ
と
で
国

保
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
と
う
と
す
る
と
、

資
金
計
画
や
設
計
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
で
て
き
ま
す
。
税
金
の
こ
と
も

気
に
か
か
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。
そ

こ
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
場
合
に

か
か
わ
る
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

口
曝
欝
の
。
●
六
バ
↓
ン
ト

　
土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取

得
す
る
と
登
記
を
し
ま
す
が
、
こ
の

と
き
か
か
る
の
が
登
録
免
許
税
で
す
。

例
え
ば
、
新
築
し
た
建
物
の
所
有
権

保
存
登
記
の
税
率
は
、
そ
の
建
物
の

価
額
（
原
則
と
し
て
、
固
定
資
産
税

評
価
額
）
の
○
・
六
新
で
す
。

　
な
お
、
住
宅
を
取
得
し
た
と
き
の

登
記
で
、
そ
の
登
記
が
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
税
率
が
軽

減
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

口
睡
難
の
三
バ
↓
ン
ト

　
不
動
産
を
取
得
し
た
と
き
に
か
か

る
の
が
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
で

す
。
住
宅
に
か
か
る
税
額
は
、
そ
の

住
宅
の
価
格
（
原
則
と
し
て
、
固
定

資
産
税
評
価
額
）
に
二
暫
の
税
率
を

掛
け
た
金
額
で
す
。

　
な
お
、
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
住
宅
が
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

口
堰
馨
て
は
…
藁
除

　
自
分
が
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

取
得
し
、
そ
の
住
宅
が
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
入
居
し
た

年
か
ら
三
年
間
、
住
宅
取
得
控
除
と

し
て
一
定
額
が
所
得
税
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

病院・診療所

　ごと仁計算

　
昭
和
五
十
九
年
中
に
入
居
し
た
場

合
の
控
除
額
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
の

一
年
間
の
返
済
額
の
う
ち
三
十
万
円

を
超
え
る
部
分
の
十
八
新
・
（
最
高
十

五
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
A
の
病
院
と
B
の
病

院
へ
同
時
に
か
か
っ
て
い
て
、
自
己

負

担
分
と
し
て
、
A
へ
十
万
円
、
B

へ
二
万
円
支
払
っ
た
場
合
は
、
A
に

つ
い
て
は
四
万
九
千
円
の
高
額
療
養

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
B
の
分
に

つ
い
て
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
三
万
円
以

上
、
た
と
え
ば
A
へ
五
万
円
、
B
へ

六
万
円
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
A
B

を
合
算
し
た
額
か
ら
五
万
一
千
円
を

差
し
引
い
た
、
五
万
九
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
鱒

　
☆

＼
，
☆

／
舜

歯
科
は
別

　
一
つ
の
病
院
・
診
療
所
に
内
科
な

ど
の
科
と
歯
科
が
あ
る
場
合
、
歯
科

は
別
の
病
院
ま
た
は
診
療
所
と
し
て

扱
い
ま
す
。

国民健康保険
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暦月ごとに計算

　
た
と
え
ば
、
あ
る
月
の
十
五
日
か

ら
翌
月
の
十
五
日
ま
で
入
院
し
た
場

合
で
、
最
初
の
月
の
自
己
負
担
額
が

三
万
円
、
翌
月
が
三
万
円
、
合
計
で

六
万
円
を
自
己
負
担
し
た
場
合
で
も
、

高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
同
一
月
内
に
い
つ
た
ん
退

院
し
て
、
ま
た
そ
こ
へ
再
入
院
し
た

よ
う
な
場
合
は
、
合
わ
せ
て
計
算
し

ま
す
。

一
つ
の
病
院
の

入
院
と
通
院
は
別
扱
い

　
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
別
の

病
院
・
診
療
所
と
し
て
扱
い
ま
す
。

　
　
つ
の
病
院
、
診
療
所
で
も
、
入

院
と
通
院
は
別
に
扱
い
合
算
し
な
い
。

　
差
額
ベ
ッ
ト
や
付
添
い
看
護
料
、

ま
た
、
歯
科
の
差
額
徴
収
な
ど
は
、

保
険
診
療
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
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り
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運
動
」
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養
」

十
月
十
日
は
「
体
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の
日
」
ま
た

こ
の
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
の
一
週

間
は
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四
十
歳
か
ら
の
健
康
週
間
」

で
す
。

　
今
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ら
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こ
の
週
間
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期
か
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の
健
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づ
く
り
と
成
人

病
予
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の
た
め
の
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で
す
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後
の
準
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と
い
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が
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は
経
済
面
に
限
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た
こ
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で
は
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ん
。
健
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に
つ
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て
も
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後
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の
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え
が
必
要

で
す
。

　
健
康
づ
く
り
の
三
本
柱
は
「
運
動
」

　
　
「
休
養
」

「
栄
養
」
「
休
養
」
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。　

人
間
も
動
物
で
、
動
い
て
い
る
の

が
本
来
の
姿
で
す
。
し
か
し
、
科
学

技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
体
を
動
か
す

機
会
が
少
く
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
運
動
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
、

毎
日
の
生
活
に
運
動
を
取
り
入
れ
ま

し
ょ
・
つ
。

　
自
然
な
運
動
、
心
や
体
を
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せ

る
ゆ
と
り
、
野
菜
や
魚
、
肉
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
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る
こ
と
が
、
長
生
き

の
秘
け
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で
す
。

技
能
検
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
付
申
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は
1
0
月
17
日
ま
で

　
新
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県
知
事
の
委
任
を
受
け
た
新
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業
能
力
開
発
協
会
で
は
、

昭
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五
十
九
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度
後
期
技
能
検
定
と

技
能
五
輪
地
方
大
会
を
実
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す
る
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技
能
検
定
は
、
技
能
者
の
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啓

発
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と
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と
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に
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企
業

お
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の
職
業
能
力
の
評
価
お
よ
び
処
遇
の

指
標
と
な
る
き
わ
め
て
重
要
な
国
家

検
定
で
す
。

　
こ
の
技
能
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に
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用

　
一
世
帯
の
医
療
費
が
、
ひ
と
月
に

三
万
円
（
低
所
得
者
は
二
万
一
千
円
）

以
上
の
自
己
負
担
が
二
回
以
上
あ
っ

た
場
合
、
そ
の
額
を
合
算
し
て
五
万

一
千
円
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
、

国
保
で
負
担
し
ま
す
。

一
年
に
高
額
療
養
費
が
四
回
以
上

　
　
　
　
の
場
合
は
四
回
目
か
ら
三
万
円
に

　
一
年
問
に
、
同
一
世
帯
に
対
し
、

限
度
額
い
っ
ぱ
い
の
高
額
療
養
費
の

支
給
が
四
回
以
上
あ
っ
た
場
合
に
、

四
回
以
降
か
ら
は
、
自
己
負
担
額
が

三
万
円
（
低
所
得
者
は
二
万
一
千
円
）

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
は
国
保
が
負

担
し
ま
す
。

長
期
で
高
額
の
嶽
養
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
高
限
度
額
は
一
万
円

　
血
友
病
な
ど
、
高
額
な
治
療
を
長

期
間
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気

で
、
厚
生
大
臣
の
指
定
し
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
高
額
療
養
費
の
限
度
額

は
一
万
円
と
な
り
ま
す
。
一
カ
月
一

万
円
を
超
え
た
医
療
費
は
あ
と
で
国

保
か
ら
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

　
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
と
う
と
す
る
と
、

資
金
計
画
や
設
計
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
問

題
が
で
て
き
ま
す
。
税
金
の
こ
と
も

気
に
か
か
る
こ
と
の
一
つ
で
す
。
そ

こ
で
マ
イ
ホ
ー
ム
を
持
っ
た
場
合
に

か
か
わ
る
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
あ

ら
ま
し
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

口
曝
欝
の
。
●
六
バ
↓
ン
ト

　
土
地
や
建
物
な
ど
の
不
動
産
を
取

得
す
る
と
登
記
を
し
ま
す
が
、
こ
の

と
き
か
か
る
の
が
登
録
免
許
税
で
す
。

例
え
ば
、
新
築
し
た
建
物
の
所
有
権

保
存
登
記
の
税
率
は
、
そ
の
建
物
の

価
額
（
原
則
と
し
て
、
固
定
資
産
税

評
価
額
）
の
○
・
六
新
で
す
。

　
な
お
、
住
宅
を
取
得
し
た
と
き
の

登
記
で
、
そ
の
登
記
が
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
税
率
が
軽

減
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

口
睡
難
の
三
バ
↓
ン
ト

　
不
動
産
を
取
得
し
た
と
き
に
か
か

る
の
が
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
で

す
。
住
宅
に
か
か
る
税
額
は
、
そ
の

住
宅
の
価
格
（
原
則
と
し
て
、
固
定

資
産
税
評
価
額
）
に
二
暫
の
税
率
を

掛
け
た
金
額
で
す
。

　
な
お
、
住
宅
を
取
得
し
た
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
住
宅
が
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
税
額
が
軽

減
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。

口
堰
馨
て
は
…
藁
除

　
自
分
が
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を

取
得
し
、
そ
の
住
宅
が
一
定
の
要
件

に
当
て
は
ま
る
と
き
は
、
入
居
し
た

年
か
ら
三
年
間
、
住
宅
取
得
控
除
と

し
て
一
定
額
が
所
得
税
額
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

病院・診療所

　ごと仁計算

　
昭
和
五
十
九
年
中
に
入
居
し
た
場

合
の
控
除
額
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
等
の

一
年
間
の
返
済
額
の
う
ち
三
十
万
円

を
超
え
る
部
分
の
十
八
新
・
（
最
高
十

五
万
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
A
の
病
院
と
B
の
病

院
へ
同
時
に
か
か
っ
て
い
て
、
自
己

負

担
分
と
し
て
、
A
へ
十
万
円
、
B

へ
二
万
円
支
払
っ
た
場
合
は
、
A
に

つ
い
て
は
四
万
九
千
円
の
高
額
療
養

費
が
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
B
の
分
に

つ
い
て
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
三
万
円
以

上
、
た
と
え
ば
A
へ
五
万
円
、
B
へ

六
万
円
支
払
っ
た
場
合
に
は
、
A
B

を
合
算
し
た
額
か
ら
五
万
一
千
円
を

差
し
引
い
た
、
五
万
九
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

・
鱒

　
☆

＼
，
☆

／
舜

歯
科
は
別

　
一
つ
の
病
院
・
診
療
所
に
内
科
な

ど
の
科
と
歯
科
が
あ
る
場
合
、
歯
科

は
別
の
病
院
ま
た
は
診
療
所
と
し
て

扱
い
ま
す
。

国民健康保険

　　9卿

23《堅∫6・
～’9‘・7⊃ゆ’‘，，
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6

暦月ごとに計算

　
た
と
え
ば
、
あ
る
月
の
十
五
日
か

ら
翌
月
の
十
五
日
ま
で
入
院
し
た
場

合
で
、
最
初
の
月
の
自
己
負
担
額
が

三
万
円
、
翌
月
が
三
万
円
、
合
計
で

六
万
円
を
自
己
負
担
し
た
場
合
で
も
、

高
額
療
養
費
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
同
一
月
内
に
い
つ
た
ん
退

院
し
て
、
ま
た
そ
こ
へ
再
入
院
し
た

よ
う
な
場
合
は
、
合
わ
せ
て
計
算
し

ま
す
。

一
つ
の
病
院
の

入
院
と
通
院
は
別
扱
い

　
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
別
の

病
院
・
診
療
所
と
し
て
扱
い
ま
す
。

　
　
つ
の
病
院
、
診
療
所
で
も
、
入

院
と
通
院
は
別
に
扱
い
合
算
し
な
い
。

　
差
額
ベ
ッ
ト
や
付
添
い
看
護
料
、

ま
た
、
歯
科
の
差
額
徴
収
な
ど
は
、

保
険
診
療
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
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「
少
年
の
主
張
」
東
頸
地
区
大
会

南
雲
春
美
さ
ん
（
大
島
中
）

　
九
月
十
一
日
、
大
島
中
学
校
に
お

い
て
、
郡
内
各
中
学
校
か
ら
選
ば
れ

た
計
十
四
名
に
よ
っ
て
少
年
の
主
張
、

東
頸
地
区
大
会
が
行
わ
れ
た
。

優
秀
賞
に
は
、

雲
春
美
さ
ん
が
選
ば
れ
、

し
て
九
月
二
十
三
日
の
県
大
会
に
出

場
し
た
。

郡
代
表

　
　
　
大
島
中
三
年
の
南

　
　
　
　
　
　
郡
代
表
と

　
松
之
山
中
、
浦
田
中
か
ら
も
各
二

名
づ
つ
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

　
松
之
山
中
、
浦
田
中
の
発
表
者
は

次
の
と
お
り
。

▽
松
之
山
中
　
三
年
　
渡
辺
美
千
子

　
　
　
　
　
三
年
　
福
原
　
光
江

▽
浦
田
中
二
年
江
口
洋
子

　
　
　
　
　
二
年
　
南
雲
　
由
紀

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
は
松
里
チ
ー
ム

優勝した松里チーム

　
九
月
八
日
、
松
中
グ
ラ
ン
ド
で
昨

年
よ
り
一
チ
ー
ム
多
い
七
チ
ー
ム
約

百
人
が
参
加
し
て
、
第
二
回
親
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　
試
合
時
間
も
短
く
、
連
戦
に
な
る

チ
■
ム
も
多
か
っ
た
が
、
親
子
し
て

楽
し
ん
だ
一
日
だ
っ
た
。

　
決
勝
戦
は
、
松
里
チ
ー
ム
と
湯
山

チ
ー
ム
が
対
戦
し
、
打
力
に
勝
る
松

里
チ
ー
ム
が
八
対
四
で
優
勝
し
た
。

　
三
位
決
定
戦
は
、
三
省
チ
ー
ム
と

浦
田
A
チ
ー
ム
が
対
戦
し
、
三
省
チ

ー
ム
が
十
四
対
一
で
快
勝
し
た
。

旧
き
の
こ
研
修
会

月0
　
　
　
大
厳
寺
高
原

1
▽
期
日

▽
場
所

▽
集
△
・

▽
講
師

▽
主
催

▽
そ
の
他

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
汁
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

10

月
7
日
（
日
）

松
之
山
町
大
厳
寺
高
原

午
前
1
0
時
ま
で
に
大
厳
寺

高
原
の
駐
車
場
へ

安
塚
町
立
沼
木
小
学
校

秋
山
和
喜
先
生

東
頸
城
地
区
理
科
教
育
セ

ン
タ
ー
。

東
頸
城
郡
理
科
教
育
研
究

会
。　

小
雨
で
も
決
行
、
昼
食

　
　
　
　
　
　
き
の
フ
」

一一お勤めの方ならどなたでも一
　　　“くらしバックァッブ”⑤◎（……）㊧◎e②㊥②＠e

新潟県労働者信用基金協会の保証
により、お勤めの方で次の方々が
ご利用できます，，

●勤務先に労働組合がない万，，
●労働組合が労働金庫に加入され

信
め
す
働
労
u

者
勤
ま
労
が
方
外

働
お
き
に
合
い
以

労
、
で
先
組
な
主

県
り
用
務
働
い
業

潟
よ
利
勤
労
て
事

新
に
ご
●
●
　
● のお勤めの方

鋤鳶
ら藷

旨

※詳しくは下記にお問合せ下さい、

〒951新潟市寄居町332
　　　　新潟県労働金庫本店内
財団法人新潟県労働者信用基金協会

　　　　TEL　O252－283411

名’称 融資額 金利 期間 用　　途

不
動
産
担
保

住　　宅
ロ　ー　ン

3，000万円

　　以内

年7．ア0％

～8．10％

10年～

30年以内

新築・増改築・

土地・家屋購
入

暮らしの
．ロ　ー　ン

（多目的）

1，000万円

　　以内

年8．70％

～9．10％

住宅・教育・生

活資金など多
目的

災害住宅
ロ　ー　ン

3，000万円

　　以内

年7．45％

～7．85％

家屋補修・復
旧資金・土地・

家屋購入

無
　
　
担
　
　
保

暮らしの
ロ　ー　ン

100万円

　以内
年10．90％ 5年以内

自動車購入・
結婚・教育・レ

ジャー資金

教　　育
ロ　ー　ン

200万円

　以内
年9．20％

10年以内

（饗騰ε）

お子様の教育

資金

災害無担保

ロ　ー　ン

100万円

　以内
年8．90％ 10年以内

建具・畳・家
具等の復旧資
金

郡美術展

▽
会
期
・
1
0
月
2
0
日
～
2
2
日

▽
会
場
・
松
代
町
総
合
体
育
館

▽
主
催
・
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

町美術展

（59．10．1現在〕

▽
会
期
・
1
0
月
2
7
日
～
2
9
日

▽
会
場
・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
主
催
・
松
之
山
町
・
町
文
化
協
会

行
政
相
談

▼
1
0
月
1
8
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら

　
四
時
ま
で
、
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

▼
1
0
月
1
9
日
（
金
）
午
後
一
時
半
か

　
ら
三
時
半
ま
で
、
老
人
憩
い
の
家

きのこ講習会
　　　　　　10月11日
大島村・菖蒲高原牧場

　
秋
の
き
の
こ
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
正
し
い
知
識
の
普
及
を
は
か

り
、
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
大
島

保
健
所
な
ど
の
主
催
に
よ
り
“
き
の

こ
講
習
会
”
が
開
か
れ
る
。

　
こ
の
講
習
会
は
雨
天
で
も
決
行
、

参
加
者
は
山
に
入
る
服
装
を
し
、
き

の
こ
入
れ
、
筆
記
用
具
、
昼
食
等
を

持
参
す
る
こ
と
。
当
日
希
望
者
に
テ

キ
ス
ト
の
販
売
も
あ
る
。

　
早
川
先
生
に
よ
り
、
き
の
こ
の
採

取
方
法
、
鑑
別
、
見
分
け
方
、
薬
理

的
効
用
に
つ
い
て
勉
強
。
最
後
に
き

の
こ
汁
の
試
食
会
が
行
な
わ
れ
る
。

▽
日
時
・
十
月
十
一
日
（
木
）

　
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半
ま
で

▽
会
　
場
・
大
島
村

菖
蒲
高
原
牧
場

▽
主
催
・
大
島
保
健
所
、
東
頸
城

　
食
品
衛
生
協
会
、
調
理
師
会

入

札
結
陳
眉

▼
産
第
十
七
号
・
農
道
災
害
復
旧

　
（
小
谷
）
　
　
　
　
　
　
二
〇
m

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
三
二
〇
万
円

▼
産
第
十
八
号
・
頭
首
工
災
害
復
旧

　
（
天
水
越
）
取
水
口
一
カ
所

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
　
六
五
万
円

▼
建
第
二
十
九
号
・
道
路
改
良

　
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線
（
藤
倉
）

　
高
橋
組
　
　
　
、
　
　
八
三
〇
万
円

▼
建
第
三
十
号
・
道
路
災
害
復
旧

　
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線
（
天
水
島
）

　
大
海
組
　
　
　
　
　
　
九
二
万
円

▼
建
第
三
十
一
号
・
道
路
災
害
復
旧

　
松
口
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
、
六
〇
〇
万
円

▼
建
第
三
十
二
号
・
道
路
修
繕

　
松
代
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　高

橋
組
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

隔
魍
東
北
男

▼
H
月
5
日
（
月
）

。
午
後
一
時
～
四
時
半
ま
で

・
東
山
、
五
十
子
平
、
坪
野
、
赤
倉

▼
n
月
6
日
（
火
）

。
十
二
時
半
～
午
後
四
時
半
ま
で

。
松
之
山
の
一
部
、
光
間
、
上
川
手
、

下
川
手

▼
n
月
9
日
（
金
）

・
午
前
八
時
～
午
後
一
時
ま
で

・
黒
倉
、
藤
原
、
修
業
者

運
転
免
許
証
の
更
新

▽
1
0
月
9
日
（
火
）
午
前
9
時
よ
り

▽
n
月
8
日
（
木
）
午
前
9
時
よ
り

　
会
場
は
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
f
、

講
習
会
は
午
後
一
時
よ
り
。

〔11〕広報まつのやま

　
　
　
余

君
瑚

亀
　
　
ー

鎗揃駒ざ

　
　
多

　
　
　
っ
　
c

た
　
　
　
　
　
む
　
ロ

純
・．

薪r

3
ぐ
　
　
　
／

、召
／

！　 ／　￥’ノ
　￥ソ・’ノ

　　と
　　〃6。
　も・．4

、
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・
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メ
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針
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進
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プ
．
ら

　
。
ヒ
・
フ
し
よ
、
）

　
　
　
か
し
ら
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e
G
魁

o

いの家』の前に一

ボールのコート新詔

いの家「松寿荘」グ

コートを新設しまし

い。　（松里協議会）

醐

暴
謎
ず
・
5
よ
、
）
に

ヌ
　
　
　
　
　
　
、

　
　
｛
ヱ
お
こ
、
）

新葱二7

」の前にゲート

ましたのでご利

『老人憩

ゲート

老人憩

ボールの

用くださ

9
月
に
あ
つ
た
行
事

7653日日日日
109
日日

27　　　　26　23　20　18　15　13　11

日　日日日日日日日
人
権
相
談

入
札
（
産
業
課
二
件
）

議
会
産
経
委
員
会

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
発
会
式

水
稲
評
価
打
合
会

救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
安
塚
町
）

教
育
委
員
会

民
生
委
員
協
議
会

農
業
祭
打
合
会

議
会
建
設
委
員
会

出
稼
相
談

敬
老
の
日

入
札
（
建
設
課
四
件
）

東
部
陸
上
大
会
（
小
学
校
）

秋
分
の
日

農
業
委
員
会

上
越
教
育
大
の
学
生
演
奏
会

議
会
定
例
会
（
2
8
日
ま
で
）

水
洗
ト
イ
レ
（
し
尿
浄
化
槽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会

　
大
島
保
健
所
で
は
「
し
尿
浄
化
槽

設
置
者
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

▼
日
時
・
1
0
月
3
1
日
（
水
）

午
後
一
時
半
か
ら

▼
場
所
・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
・
ス
ラ
イ
ド
（
私
た
ち
の
美

　
し
い
街
を
作
る
浄
化
槽
）
講
演

（
浄
化
槽
の
正
し
い
維
持
管
理
）
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「
少
年
の
主
張
」
東
頸
地
区
大
会

南
雲
春
美
さ
ん
（
大
島
中
）

　
九
月
十
一
日
、
大
島
中
学
校
に
お

い
て
、
郡
内
各
中
学
校
か
ら
選
ば
れ

た
計
十
四
名
に
よ
っ
て
少
年
の
主
張
、

東
頸
地
区
大
会
が
行
わ
れ
た
。

優
秀
賞
に
は
、

雲
春
美
さ
ん
が
選
ば
れ
、

し
て
九
月
二
十
三
日
の
県
大
会
に
出

場
し
た
。

郡
代
表

　
　
　
大
島
中
三
年
の
南

　
　
　
　
　
　
郡
代
表
と

　
松
之
山
中
、
浦
田
中
か
ら
も
各
二

名
づ
つ
参
加
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
奨
励

賞
を
受
賞
し
た
。

　
松
之
山
中
、
浦
田
中
の
発
表
者
は

次
の
と
お
り
。

▽
松
之
山
中
　
三
年
　
渡
辺
美
千
子

　
　
　
　
　
三
年
　
福
原
　
光
江

▽
浦
田
中
二
年
江
口
洋
子

　
　
　
　
　
二
年
　
南
雲
　
由
紀

親
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
勝
は
松
里
チ
ー
ム

優勝した松里チーム

　
九
月
八
日
、
松
中
グ
ラ
ン
ド
で
昨

年
よ
り
一
チ
ー
ム
多
い
七
チ
ー
ム
約

百
人
が
参
加
し
て
、
第
二
回
親
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
た
。

　
試
合
時
間
も
短
く
、
連
戦
に
な
る

チ
■
ム
も
多
か
っ
た
が
、
親
子
し
て

楽
し
ん
だ
一
日
だ
っ
た
。

　
決
勝
戦
は
、
松
里
チ
ー
ム
と
湯
山

チ
ー
ム
が
対
戦
し
、
打
力
に
勝
る
松

里
チ
ー
ム
が
八
対
四
で
優
勝
し
た
。

　
三
位
決
定
戦
は
、
三
省
チ
ー
ム
と

浦
田
A
チ
ー
ム
が
対
戦
し
、
三
省
チ

ー
ム
が
十
四
対
一
で
快
勝
し
た
。

旧
き
の
こ
研
修
会

月0
　
　
　
大
厳
寺
高
原

1
▽
期
日

▽
場
所

▽
集
△
・

▽
講
師

▽
主
催

▽
そ
の
他

　
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
汁
を
サ
ー
ビ
ス
し
ま
す
。

10

月
7
日
（
日
）

松
之
山
町
大
厳
寺
高
原

午
前
1
0
時
ま
で
に
大
厳
寺

高
原
の
駐
車
場
へ

安
塚
町
立
沼
木
小
学
校

秋
山
和
喜
先
生

東
頸
城
地
区
理
科
教
育
セ

ン
タ
ー
。

東
頸
城
郡
理
科
教
育
研
究

会
。　

小
雨
で
も
決
行
、
昼
食

　
　
　
　
　
　
き
の
フ
」

一一お勤めの方ならどなたでも一
　　　“くらしバックァッブ”⑤◎（……）㊧◎e②㊥②＠e

新潟県労働者信用基金協会の保証
により、お勤めの方で次の方々が
ご利用できます，，

●勤務先に労働組合がない万，，
●労働組合が労働金庫に加入され

信
め
す
働
労
u

者
勤
ま
労
が
方
外

働
お
き
に
合
い
以

労
、
で
先
組
な
主

県
り
用
務
働
い
業

潟
よ
利
勤
労
て
事

新
に
ご
●
●
　
● のお勤めの方

鋤鳶
ら藷

旨

※詳しくは下記にお問合せ下さい、

〒951新潟市寄居町332
　　　　新潟県労働金庫本店内
財団法人新潟県労働者信用基金協会

　　　　TEL　O252－283411

名’称 融資額 金利 期間 用　　途

不
動
産
担
保

住　　宅
ロ　ー　ン

3，000万円

　　以内

年7．ア0％

～8．10％

10年～

30年以内

新築・増改築・

土地・家屋購
入

暮らしの
．ロ　ー　ン

（多目的）

1，000万円

　　以内

年8．70％

～9．10％

住宅・教育・生

活資金など多
目的

災害住宅
ロ　ー　ン

3，000万円

　　以内

年7．45％

～7．85％

家屋補修・復
旧資金・土地・

家屋購入

無
　
　
担
　
　
保

暮らしの
ロ　ー　ン

100万円

　以内
年10．90％ 5年以内

自動車購入・
結婚・教育・レ

ジャー資金

教　　育
ロ　ー　ン

200万円

　以内
年9．20％

10年以内

（饗騰ε）

お子様の教育

資金

災害無担保

ロ　ー　ン

100万円

　以内
年8．90％ 10年以内

建具・畳・家
具等の復旧資
金

郡美術展

▽
会
期
・
1
0
月
2
0
日
～
2
2
日

▽
会
場
・
松
代
町
総
合
体
育
館

▽
主
催
・
都
公
民
館
連
絡
協
議
会

町美術展

（59．10．1現在〕

▽
会
期
・
1
0
月
2
7
日
～
2
9
日

▽
会
場
・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▽
主
催
・
松
之
山
町
・
町
文
化
協
会

行
政
相
談

▼
1
0
月
1
8
日
（
木
）
午
後
一
時
か
ら

　
四
時
ま
で
、
浦
田
克
雪
セ
ン
タ
ー

▼
1
0
月
1
9
日
（
金
）
午
後
一
時
半
か

　
ら
三
時
半
ま
で
、
老
人
憩
い
の
家

きのこ講習会
　　　　　　10月11日
大島村・菖蒲高原牧場

　
秋
の
き
の
こ
狩
り
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
、
正
し
い
知
識
の
普
及
を
は
か

り
、
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
の
発
生

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、
大
島

保
健
所
な
ど
の
主
催
に
よ
り
“
き
の

こ
講
習
会
”
が
開
か
れ
る
。

　
こ
の
講
習
会
は
雨
天
で
も
決
行
、

参
加
者
は
山
に
入
る
服
装
を
し
、
き

の
こ
入
れ
、
筆
記
用
具
、
昼
食
等
を

持
参
す
る
こ
と
。
当
日
希
望
者
に
テ

キ
ス
ト
の
販
売
も
あ
る
。

　
早
川
先
生
に
よ
り
、
き
の
こ
の
採

取
方
法
、
鑑
別
、
見
分
け
方
、
薬
理

的
効
用
に
つ
い
て
勉
強
。
最
後
に
き

の
こ
汁
の
試
食
会
が
行
な
わ
れ
る
。

▽
日
時
・
十
月
十
一
日
（
木
）

　
午
前
九
時
半
～
午
後
三
時
半
ま
で

▽
会
　
場
・
大
島
村

菖
蒲
高
原
牧
場

▽
主
催
・
大
島
保
健
所
、
東
頸
城

　
食
品
衛
生
協
会
、
調
理
師
会

入

札
結
陳
眉

▼
産
第
十
七
号
・
農
道
災
害
復
旧

　
（
小
谷
）
　
　
　
　
　
　
二
〇
m

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
三
二
〇
万
円

▼
産
第
十
八
号
・
頭
首
工
災
害
復
旧

　
（
天
水
越
）
取
水
口
一
カ
所

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
　
六
五
万
円

▼
建
第
二
十
九
号
・
道
路
改
良

　
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線
（
藤
倉
）

　
高
橋
組
　
　
　
、
　
　
八
三
〇
万
円

▼
建
第
三
十
号
・
道
路
災
害
復
旧

　
東
川
・
藤
倉
・
天
水
越
線
（
天
水
島
）

　
大
海
組
　
　
　
　
　
　
九
二
万
円

▼
建
第
三
十
一
号
・
道
路
災
害
復
旧

　
松
口
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
、
六
〇
〇
万
円

▼
建
第
三
十
二
号
・
道
路
修
繕

　
松
代
・
松
之
山
線
（
松
口
）

　高

橋
組
　
　
　
　
　
一
四
〇
万
円

隔
魍
東
北
男

▼
H
月
5
日
（
月
）

。
午
後
一
時
～
四
時
半
ま
で

・
東
山
、
五
十
子
平
、
坪
野
、
赤
倉

▼
n
月
6
日
（
火
）

。
十
二
時
半
～
午
後
四
時
半
ま
で

。
松
之
山
の
一
部
、
光
間
、
上
川
手
、

下
川
手

▼
n
月
9
日
（
金
）

・
午
前
八
時
～
午
後
一
時
ま
で

・
黒
倉
、
藤
原
、
修
業
者

運
転
免
許
証
の
更
新

▽
1
0
月
9
日
（
火
）
午
前
9
時
よ
り

▽
n
月
8
日
（
木
）
午
前
9
時
よ
り

　
会
場
は
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
f
、

講
習
会
は
午
後
一
時
よ
り
。
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ましたのでご利

『老人憩

ゲート

老人憩

ボールの

用くださ

9
月
に
あ
つ
た
行
事

7653日日日日
109
日日

27　　　　26　23　20　18　15　13　11

日　日日日日日日日
人
権
相
談

入
札
（
産
業
課
二
件
）

議
会
産
経
委
員
会

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
発
会
式

水
稲
評
価
打
合
会

救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
安
塚
町
）

教
育
委
員
会

民
生
委
員
協
議
会

農
業
祭
打
合
会

議
会
建
設
委
員
会

出
稼
相
談

敬
老
の
日

入
札
（
建
設
課
四
件
）

東
部
陸
上
大
会
（
小
学
校
）

秋
分
の
日

農
業
委
員
会

上
越
教
育
大
の
学
生
演
奏
会

議
会
定
例
会
（
2
8
日
ま
で
）

水
洗
ト
イ
レ
（
し
尿
浄
化
槽
）

　
　
　
　
　
　
　
　
講
習
会

　
大
島
保
健
所
で
は
「
し
尿
浄
化
槽

設
置
者
講
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
を
設
置
し
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
下
さ
い
。

▼
日
時
・
1
0
月
3
1
日
（
水
）

午
後
一
時
半
か
ら

▼
場
所
・
自
然
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
・
ス
ラ
イ
ド
（
私
た
ち
の
美

　
し
い
街
を
作
る
浄
化
槽
）
講
演

（
浄
化
槽
の
正
し
い
維
持
管
理
）
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10
月
1
0
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

あ
な
た
の
目
は
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　
あ
な
た
の
目
は
疲
れ
て
い
ま
せ
ん

か
。
と
い
う
の
も
テ
レ
ビ
、
読
書
、

車
の
運
転
な
ど
現
代
社
会
は
、
と
か

く
目
を
使
う
機
会
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
十
月
十
日
は
「
目
の
愛
護
デ
ー
」

で
す
。
疲
れ
ぎ
み
の
あ
な
た
の
目
が

近
視
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ま
た
、
近

視
が
こ
れ
以
上
す
す
ま
な
い
よ
う
に
、

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

＊
テ
レ
ビ
を
長
時
間
連
続
し
て
見
る

　
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　
一
時
問
見
た
ら
、
十
五
～
三
十
分

　
は
目
を
休
ま
せ
る
の
が
、
休
憩
の

目
安
で
す
。

＊
読
書
は
姿
勢
を
正
し
て
、
目
を
本

　
か
ら
三
十
～
四
十
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

　
離
し
て
読
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
暗
い
所
で
本
を
読
む
の
は

　
や
め
ま
し
ょ
う
。

＊
視
力
の
低
下
が
分
か
っ
た
場
合
は
、

　
速
や
か
に
専
門
医
の
診
察
を
受
け

　
ま
し
ょ
・
つ
。

お風呂場の電気洗濯機には

必ず漏電遮断器とアースを1

唾，濁、
、て亀雰

O
。

。
。

、

吋・ぴ

　㌧脳ぢ　　、／
お風呂場は特に感電しやすいところなので、

必ず漏電遮断器とアースをつけて、感電事故

を防止しましょう。

　　　　　　　　　　働東北電気保安協会

日
SGマーク

『圧力なべ』

無理に開けない

事
　
故
　
例

暮
ら
し
の
知
恵

圧力をさげてから開ける

　
圧
力
な
べ
が
人
気
を
あ
つ
め
て
い

ま
す
が
、
普
通
の
な
べ
と
ち
が
っ
て

な
べ
の
気
圧
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

な
べ
内
の
圧
力
が
完
全
に
さ
が
っ
て

い
な
い
う
ち
に
、
ふ
た
を
開
き
ヤ
ケ

ド
を
し
た
と
い
う
事
故
が
起
き
て
い

ま
す
。

し
＼

　
　
　
う

G
￥
う

　
　
　
し

　
　
　
　
　
ろ
、

▼
豆
を
煮
て
い
て
ガ
ス
を
止
め
よ
う

と
し
た
と
こ
ろ
突
然
爆
発
、
ガ
ス
レ

ン
ジ
と
食
器
棚
の
ガ
ラ
ス
が
破
損
し
、

安
全
装
置
（
弁
）
が
飛
ん
で
い
た
。

使
用
者
は
右
示
指
打
撲
、
事
故
原
因

は
安
全
装
置
の
組
立
ミ
ス
。

▼
重
ね
ふ
た
式
な
べ
で
、
お
か
ゆ
を

作
り
圧
力
を
さ
げ
る
と
き
噴
出
し
て

ヤ
ケ
ド
。
原
因
は
、
こ
の
な
べ
は
お

も
り
を
一
段
だ
け
引
き
あ
げ
る
と
こ

　
圧
力
を
さ
げ
て
か
ら
、
ふ
た
を
と

る
こ
と
、
ふ
た
の
開
閉
装
置
が
重
い

と
き
は
無
理
に
開
け
な
い
、
と
い
う

こ
く
基
本
的
な
扱
い
を
怠
っ
た
た
め

に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
圧
力
な
べ
は
、
普
通
の
な
べ
に
な

い
利
点
が
あ
る
反
面
、
取
扱
い
を
誤

る
と
事
故
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
製

品
で
す
。
圧
力
な
べ
の
よ
さ
を
い
か

す
た
め
に
取
扱
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
、
じ
ゅ
う
ぶ
ん
理
解
し
た
う
え
で

使
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
お
も
り
そ
の
も
の
を
抜
い
て
し

ま
っ
た
た
め
の
事
故
。

▼
料
理
講
習
会
で
煮
炊
き
後
、
お
も

り
の
操
作
を
し
な
い
で
二
人
が
か
り

で
あ
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
な
か

の
煮
物
が
ふ
き
出
て
、
ひ
と
り
は
左

胸
、
ひ
と
り
は
胸
と
右
下
肢
退
部
に

そ
れ
ぞ
れ
ヤ
ケ
ド
。

▼
蒸
気
が
で
は
じ
め
た
の
で
火
を
止

め
、
お
も
り
を
取
る
と
ゆ
で
汁
が
で

て
き
た
の
で
再
び
お
も
り
を
し
、
ふ

、984皿

広報

た
を
あ
け
よ
う
と
、
い
じ
っ
て
い
る

う
ち
に
開
い
て
中
味
が
と
び
散
り
、

顔
、
両
腕
、
肩
、
背
中
に
ヤ
ケ
ド
、

＋
日
間
通
院
。

▼
お
し
る
こ
を
作
っ
て
放
置
十
八
分

後
開
け
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
よ
く

わ
か
ら
な
い
の
で
三
人
で
い
じ
っ
て

い
る
と
爆
発
、
十
三
歳
の
少
女
は
顔

と
首
に
ヤ
ケ
ド
を
し
、
二
週
間
の
入

院
と
二
週
間
の
通
院
。
母
親
と
も
う

ひ
と
り
も
腕
に
ヤ
ケ
ド
。
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